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最近 ,国上開発に伴う各種土木工事の進展はめざましいものがあり,|れが史跡 ,

埋蔵文化財等土地に密着 した遺跡保存のうえに重大な影響を与えつうあることは周

知のとおりであります。わが宮崎県も神話と伝説に彩られる土地柄だけあって縄支 ,

弥生から古墳時代にかけての古代遺跡が数多く存在しております。このたび,九州

縦貫自動車道えびの・高原間 2&8キ ロが建設されることになり,日本道路公団と

の事前協議により主要遺跡についてはあらかじめ路線から除外し,路線決定後さら

に路線内の実地踏査を実施しましたところ,9ケ所の遺物散布地を確認 しました。

このため,県教育委員会は昭和 47年度において日本道路公団の委託をうけて遺跡

の発掘調査を実施いたしたのであります。

発掘調査の結果ぅ地下式古墳26基 をはじめ,馬具 ,剣 ,上器など当時め貴重な

資料が確認されましたδ

この調査にあたっては,日本道路公団小林工事事務所のご理解とご協力を始めと

し,地元えびの市,小林市 .高原町ご当局ならびに地元の方々のご協力とご鞭撻を

賜わり。ここに心からお礼中しあげます。

また,本書の刊行にあたり数々の困難な問題を克服されて執筆にご苦労いただい

た調査員各位に心からお礼を申しあげ報告といたします。

昭和 48年 3月

宮崎県教育委員会

教育長 穏  積  正 晴



口

1 この報告書は昭和 47年に宮崎県教育委員会が道路公団の経費負担によって実
施した九州縦貫自動車道路の建設工事によって消滅する埋蔵文化財の記録保存の

ための発掘調査の概要である。

1 記述の大部分は,え びの市内の地下式古墳に関するものであるが,地下式古墳
は宮崎県の中部以南を中心に,鹿児島県の 1部にわたって存在する特殊な墓制で

従来これを地下式上羨,地下式墳D地下式横穴など種々の名称で呼んでいたがら

本報告ではこれを地下式古墳の名称に統一 した。それは一般に地下式古墳と呼ん

でいるのと.地下に掘 られた単なる土羨や横穴ではなく,遺骸を安置し副葬品を

蔵めた内部主体を有 し且つその主体iを墳丘で蔽うていたことも。この調査で明ら

かになったからである。

1 地下式古墳は地表から垂直に地下に堀 り下げた竪穴の部分と,そ の底から横に
玄室への通路である茨道と,その奥に内部主体である玄室を有するが,こ の竪穴

の部分を従来は単に竪穴と呼んできたけれども.本報告ではこれを竪穴式前室の

名称に統
~し
た。それは縄支時代や弥生時代の竪穴住居を竪穴と略称するのと混

同される環れがあるのとっこの部分は中国古墳の前室や横穴の前庭に当るからで

ある。

1 本報告の執筆は各項の末尾に記す通 りであるが,実測および製図は調査員およ
び同補助員が全員であたり,写真の撮影は調査員が全員で行なった。
と 本調査にあたっての調査計画.および報告書の編集発行につ帝ては口主として県教
育庁社会教育課主幹寺原俊文および文化財係職員 ∈事 森山重美・主事 白石 ⊃

が担当した。
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第 1 発 掘 調 査 の 端 緒 と 概 況

九州縦貫自動車道は最近における国土開発の盛行と交通事情の激化に対処するた

め ,昭和 40年に基本計画が定められ,翌 41年に整備計画が決定 ,福岡県北九州

市門司区から宮崎県えびの市に至 り,こ こから鹿児島市 と宮崎市 との 2道にわかれ

るもので,全延長約 4 0 9Kmに およぶ路線が決定ないし計画されている。このうち

本県に関するものはえびの市から宮崎市までの約 82,l Kmである。

このような道路の開発は,本県の産業や文化の発達上きわめて喜ばしいことであ

るが,こ の開発のために本県の歴史上にきわめて重要な埋蔵文化財が破壊されるこ

とはまことに遺憾なことである。そこで昭和 42年 9月 30日 に文化財保護委員会

(現文化庁)と 日本道路公団との間に,文化財の保護 と開発との調整のために定め

られたものが「 日本道路公団の建設事業等工事施行に伴 う埋蔵文化財包蔵地の取扱

いに関する覚書」であって,それによれば,公団の事業施行前に両者の協議によっ

て,埋蔵文化財の包蔵地については 3種の必要な措置をとることが定められている。

第 1は事業地区に含めないもの,第 2は事業地区に含めるが保存をはかるもの,第

3は発掘調査を行なつて記録を保存するもの,である。そして公団は第 3の発掘調

査 を都道府県教育委員会に委託 して実施するものと定めている。

今回の調査もこの覚書に基づくもので,今回は宮崎県関係のうち,第 1期工事の

行われるえびの市から高原町に至る 28.8臨 の地区についてである。官崎県教育委

員会では文化庁の指示により昭和 44年 7月 21日 から7月 31日 までこの区間の

遺跡分布調査を実施したが,道路予定地を中心に約 4 Km幅 の地内にある遺跡 48ケ

所を確認 し,そ の分布図を日本道路公団に提出した。

道路公団ではこれにより,覚書の第 1に該当するものを除いて路線を決定 し,な

お路線内に埋蔵文化財があるか否かの調査を県教育委員会に求めてきた。県教育委

員会では昭和 46年県文化財専門委員の石川恒太郎と県社会教育課主幹兼 文化財

係長寺原俊文を州司市に派遣 ,両名は同年 8月 51日 9月 1日 日本道路公団小林工事事務

所の所長浅野佳夫 ,庶務課長池田昌夫 ,用地課長唐見安男氏および県土木事務所の

用地買収係員らと協議 した後,道路予定地をともに歩いて調べた結果,え びの市大

溝原遺跡 ,久見迫遺跡,小木原遺跡 ,馬頭遺跡 ,小林市のこまくりげ遺跡 ,手塚遺

跡 ,竹山遺跡 ,千谷遺跡 ,高原町の立山遺跡の 9ケ所を覚書の第 3に該当する遣跡

として発掘調査 して記録を保存することとしたのである。



その後土地買収が 1部進捗 しなかった関係もあって多少遅れたが,県教育委員会

では昭和 47年 7月 24日 から9月 3日 まで発掘調査を行なった。本報告書はその

記録である。なお前記 9ケ所の遺跡のうちえびの市の大溝原遺跡は買収が終ってい

なかったため今回は調査不能で後日の調査に残された。また小林市の手塚遺跡は発

掘の結果文化財の包蔵が少なかったので同市の平木場遺跡に,小林市の千谷遺跡は

同市の鷹巣原遺跡に変更した。調査員は次の通りであった。調査指導景大正大学教

授斎藤忠,調査員県文化財専門委員石川恒太郎,同 日高正晴,県総合博物館主tE田

中茂 ,同主事茂山護 ,宮崎高等学校教諭安楽勉,宮崎市教育委員会主事野間重孝 ,

延岡市立南小学校教諭岩永哲夫,調査補助員,宮崎大学学生田上哲,同面高哲郎。

なお遺跡の担当者は次表の通りである。

遺 跡 名 調 査 期 日 調査担 当者 調 査 補 助 員

41｀

木

原

遺

跡

鳥 越

7月 25日

∫

8月 2日

石  川  恒太郎

田 中    茂

野 間 重 孝

岩 永 哲 夫

田 上    哲

古 墳

8月 20日

∫

8月 27日

日 高 正 晴

炭  噛   護

安  楽    勉

野 間 重 孝

久 見 迫 遺 跡

8月
∫
3日

8月 12日

8月 16日
∫
3月 27日

石  川  恒太郎

田 中    茂

野 間 重 孝

岩 永 哲 夫

田 上    哲

面 高 哲 郎

馬 頭 遺 跡

8月 28日

∫

9月 4日

石  川  1回 太 郎

安  楽    勉

岩 永 哲 夫

田 上    哲

面  高  哲  郎



遺  跡  名 調 査 期 間 調 査 担 当 者 調 査 補 助 員

こまくりげ遺跡

日

日

日

日

５

２

６

９

月

月

月

月

８

８

８

８

田 中    茂

野 間 重 孝

面 高 哲 郎

平 木 場 遺 跡

8月 6日

;

8月 19日

日 高 正 晴

茂  山    護

安  楽    勉

竹 山 遺 跡

7月 25日

;

8月 1日

日 高 正 晴

茂  山    護

安  楽    勉

面 高 哲 郎

鷹 巣 原 遺 跡

8月 2日

∫

8月 4日

田 中   茂

野 間 重 孝

面 高 哲 郎

立 山 遺 跡 8月  2日

山
　
楽

茂

安

護

勉

第 2 え び の 市 内 の 遺 跡

えびの市は宮崎県の西南隅 ,鹿児島県と熊本県境に接するところで,市の中央を

川内川が東から西に貫流 しており,その上流は市内で多くの支流に分れている。九

州縦貫自動車道は,一般国道 268号線えびの市役所の西方 1.3 Kmの地点から東北

方に伸び国鉄吉都線と直角に交叉して大字灰塚で東方にUタ ーンし,そ こからは一

般国道 221号線にほぼ平行して小木原を通過 し東進する予定である。この道路が

灰塚から川内川の支流長江川を渡 り,さ らに同じ支流の池島川を渡ったところに小

木原の台地がある。これは池島川の東岸にある南北に長い河岸段丘で,こ の丘上に

北から南へ小木原,久見迫,馬頭の遺跡が相接 して在る。以下それぞれの順に発掘

の結果を記そう。



1小 木 原 遺 跡

池島川東岸の台地上の北端にあたる上江鳥越から,その東南の栗林を過ぎて東方

のバス停留所に出るところまでをここでは小木原遺跡と呼ぶこととする。今回調査

したのは,こ の台地上の栗林から北の部分と,栗林の南方バスの停留所に由る道路

の西側に接して存在した円墳状の小盛上のケ所とであったが,円墳状の盛土は後に

廻しここにはまず鳥越について記すこととする。(第 1図) 小木原の鳥越台地は

ほば東西に拡がっているが,こ の台地の西端部はかって舟越城があったところとい

われている。この西端部から東方約 230切 の栗林に至る間の畑地に 8ケ所のトレ

ンチを設定 して 7月 25日 か ら8月 1日 まで調査 した。 第 1ト レンチ

(第 2図) は西端の突出部 ,南側の崖に平行して長さ20η ,幅 2η のもので ,

深さは表上下の黄色のローム層までで場所によって深浅はあったが,ほぼ 50翻内

外であった。この地方は地下式古墳が多いので,そ れを発見するためであった。し

かし発見することができなかったので,第 1ト レンチを 1孵幅ずつ北方に拡張 し ,

9碗幅に及んだが上療墓 らしいものは若干あったけれども何 らの遺物もなく,確認

することができなかった。そこでその東北方に長 さ10η ,幅 2傷の第 2ト レンチ

を設定 したが駄 目であった。ところが土地の人が先年 ここで大きく土地が落ち込ん

だところがあるというので,地主についてその場所を確かめ,そ こで第 3ト レンチ

を南北の方向に長さ 10η ,幅 2碗掘ったところ,落 ち込みの地点を掘 りあてた。

これをその穴に従って拡張 して行ったところ 1つの遺跡に達 した。

また田中,野間両調査員の第 3斑は,こ れから農道を距てて東南の栗林に接する

畑に,幅 2η ,長 さ20η の第 4ト レンチ,その延長線上に同様の第 5ト レンチ ,

さらにその延長に同様の第 6ト レンチを設定 して弥生式上器が多く包含されている

ところを発見 した。これを南方に 12η拡張 しさらにその東方に,栗林に沿 うて同

様の トレンチを南北に設定 して多くの上器片を得た。これらの上器片はほとんどみ

な弥生後期のものであった。しかし住居址の存在を認めることはできなかった。こ

こに近代の建築の跡があったので,住居址はその際破壊されたものと考えられる。

さて第 3ト レンチによって掘 り当てた穴は地下式古墳の破壊 されたものと思われ

る。その大きさは東西 3η ,南北 225師 の円形に近い形で,こ の地方は黒色の表

上が 50印内外あり,そ の下に 30翻内外のローム層があり,その下は深い礫層で

ある。この穴は地表下 2.40η の深さで,礫層に深 く掘 り込まれ,羨道を探 したが

見いだすことができなかった。しかも 2.40切 の底に礫に混って白色の粘上があり,

その範囲は長さ 1.80η に及んだ。また穴の中はほぼ中央に立石があって,それに

8



よって 2区に分けられ,西方は砂礫層で,東方は粘土層であった。 しかも何 らの遺

物も発見することができなかった。自然崩壊によって穴ができたことは地下式古墳

の玄室の天丼が崩壊 したものと思われるが ,土地の人の語るところによれば ,そ の

後多くの人がこの穴に入っているらしいので,1部 が砂礫層である関係から,次第

に崩壊 し,遺物はなかったか,有 っても持ち去 られ,古墳の形体も著 じるしく変化

したものと考えられるのである。

ところでその周辺を調査 したところ,こ の穴の西方約 1.50η のところに 1つ ,

南方 1.50η のところにとつ,東方 1.25旬 のところに 1つ ,と 3個の遺構が発見

さ枠た。またその北方には数個のピットらしい穴があった。われわれはこの穴のあ

るところを第 3ト レンチ (第 3図)A区 ,その西方をお区,そ の南方を C区 と名づけ

たが,B区 とC区には竪穴住居に似た遺構,A区の東側に土羨 らしいものA区の北

側に 4個の穴があったわけである。土羨 らしいものはここでは各 トレンチで見いだ

されたものの類で,遺物もなく,何のために掘 られたものか明らかでない。またピ

ットらしい穴も古いものか新 らしいものか明らかでないので,他の 2つの遺構につ

いて記そう。

A、  第 3ト レンチ B区の遺構
これは第 4図 に見 られるごとく,方向はほとんど正しく東西 ,南北に位置 してい

る。形は隅九方形に近い形であり,長 さは東西 1.82協 ,南北 1.85η で,地表下

の黄色ローム層内に 25師の深さに掘 られている。床面には中央北寄 りに東西 35

翻,南北 30翻の窪みがある。また東北隅に 4個,窪みの北方に 1個の穴がある。

この小ピットは直径北から6翻 ,6翻 , 5翻 ,8翻,5翻で深さは北から6翻 ,
13印 ,12印 ,22翻 ,10翻 であった。また外側に西から北に 3個の穴があり,

西方の穴は 90翻外側に直径 8翻 と直径 3翻のものが接しており,深 さは 6切であ

る。西北のものは 50翻隔れたところにあり,径 8翻深さ12翻である。その東に

あるものは 55翻隔れてあり,直径 10翻深さ11翻である。またこの竪穴には埴

の上器 1個があった。

この竪穴は縄文や弥生時代の竪穴住居址にその形が酷似 している。しかしだいた

tヽ 1.85η四方で,住居址 としては形があまりに小さい。しかし上器があったし,

その形も整っているから,人工の遺構であることは確かである。柱穴もあるから,

これは小さいながら竪穴式の家であることは明らかである。家ではあっても住居で

ない小屋 ,倉庫の類は多い。或いはお祭 りをしたのか,作業場か,何れにしても古

墳時代の家には違いないと思われる。



B、  第 3ト レンチ C区の遺構 (第 5図 )
これは南北に長い形のもので,南北の長さ2,75η ,幅は南端で 85翻,南端か

ら1.70切北のところが最も広く1.27η ,北端は 85翻であるが,底部はかなり

小さく,長 さ252傷 ,幅南端で 70翻 ,最広部 lη ,北端 40翻である。方向は

極めて正確に南北に方位 している。底は南より北が凹んでおり,深 さは南方は 20

翻,北側は 35翻である。床面の中央ほぼ南寄 りに扁平な石が 1個あった。石はほ

ぼ四角形で長さ 30翻 ,幅 18翻 ,厚 さ9翻～ 12翻であらた。穴の深さは 30翻

であった。

最広部め東西の端にピットが 1つずつあり東側のものは 20翻 X13翻 で深さは

30翻であった。西側のものは 26印×22例で深さ30翻であった。そして床面

には中央から北側に埴器の破片が多く散乱 していた。そして中央にあった痛たい石

は,こ れを裏返すとこの石は石皿であった。

この遺構も 1種の竪穴住居に近い,長 さ底部で 2.52斃 ,幅中央で lη内外であ

るから,1人の人が住むには充分である。特に生活用具である石皿の存在を注目せ

ねばならない。この竪穴は B区のものより,よ り生活的であるから,こ れは疑 うこ

となく竪穴住居の 1種 と見てよいであろう。しかしこれもB区のものと同様に形が

小さいことが問題となるが,すでに石皿があったことから,こ れも作業場 と見るペ

きではないかと考える。

これと類似の家屋址は,宮崎市江田原の億中学校々庭にあった弥生前期の遺跡に

あった家の跡に似ていることを認めぎるを得ない。

(文責 石川恒太郎)
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小 木 原 古 墳

1  は  じ め に

小木原古墳のある上江台地は吉都線加久藤駅の東南
1,7 Km,川 内川の分流 ,池島

川の左岸に位置する細長い丘陵である。標高は
254η あり,こ の小木原台地から

西方へ坂を下って 500η の地点に中世期夕伊東 。島津両軍の古戦場 ,木崎原があ

る。

この小木原一帯には以前から地下式墳が多数発見され,地元の木崎原操氏が調査

されてきた。ちょうど,小木原古墳より東側 ,約 60ア ールの地域はすでに砂利採

取のため,全面的に約 3η下の砂礫層まで採土工事がなされ,そ のさ
い,約 39基

の地下式墳が破壊されたとのことである。また,こ の附近に
2～ 3基の円墳が在存

したが,現在は本墳のみ 1基原形を留めていた。ところが,こ の地点が九州縦貫自

動車道予定線に入ったため,事前に発掘調査を行うことになった。

現在,1基だけしか残存 していない高塚墳を調査するにさいして,しかも,周囲

には数十基の地下式墳が発見されたとい うことから,本墳を徹底的に調査 し,でき

うるならば,封上を発掘調査 しながら除去 してゆき,こ の高塚墳に地下式墳
が伴う

かどうかを究明することにした。封土は高速道路建設工事により,何れにしても消

滅するのであり,こ の両者の相互関係を解明するには絶好
の機会でもあった。

本墳の調査では前半の数日間,斉藤 忠博士の御指導をあおぎぅなお.実測
は安

楽 勉氏が担当した。茂山 護氏も調査員として参加するはずであ
つたが,家事の

都合で帰宅されたので,全期間を通 じて,主 としてっ筆者と安楽氏
の 2人で調査を

進めた。なお,後半 .野間重孝氏の応援を得ることができた。

2古 墳 の 外 形

本墳は池島川の方から小木原台地を東に通 じる約 5m幅の市道にそうて位置 して

いる高塚墳である。比較的に墳頂の低い古墳であるが,外形は周囲がDか なり,破

壊されている。しかし,中心部が,ほ とんど.完全に遺存 していたことは幸いであった。

墳丘には灌木類の切株などが残っており,ま た地山には全般的に,お うとつも見

られる。墳丘の表面から数点の須恵器片が発見されたほかは,葺 石 らしきものも認

められなかった。なお,周陸など特別の施設は,何 ら施 していないぅごく一般的な

円形墳である。墳丘は南側から西側にかけて原形が保持されているようであるが,

北側は道路の開削などによってぅかなりくずれ相当に変化 している。
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また,東南部は数年前の砂利採取

の開発工事にて,封上の中段から下の傾斜面は殆ど掘削されている。さらに,北東

部は以上のべた両側のような破壊状態ではないが,あ る程度 ,古い時代に,封上の

削除が行われ,そのため,急勾配になっている。結局 ,こ の円形墳の西側だけが ,

築造当時からの原形を保っていることになる。なお,南側墳頂か ら60切～ 70翻

下 った地点に少 し凹んだ箇所があった。

墳丘の径は (最長)16η ,高 さ 1.2η となっているが,腐蝕上がかなり推積 して

いるので 30翻前後は高 くなり,1.5靱 ぐらいになると思われる。

3 古墳 の内部構造
まず ,原形のよく遺存 している墳丘西南部の裾から墳頂を通 り東北端まで幅 1.5

切のAト レンチを入れる。 しかし,中途でさらに トレンチを西の方へ 3η延長 した。

それは墳丘周囲の周溝の有無を確認するためである。それで,こ の トレンチの長さ

は 18η となり,さ らにこれを 6等分 して 1区画を 3例 とした。発掘調査は Aト レ

12
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第 2図 小木原古墳西側セクシヨン

ンチの第 1区画から始められたが,最初に,表土はぎを行う,灰黒色の腐蝕土は約

35翻の層位をなしていたが,こ の下層はや 硬ゝ質の黒色土層となっている。この

表土中から須恵器が数点発見された。なお,第 1区画の表上下から土師器片 1点出

土す,Aト レンチ 3-4区 の封土傾斜面では,約 35翻の表上下は直 ぐ火山灰質黄

裾色粘土塊混在の黒上層になっているが,墳頂に向うに従いこの層の上にさらに,

黒色上が約 35翻から40翻推積されているので墳頂に進むにつれて墳丘は高さを

増 してゆく。この表上下の黒色土層は,お そらく,墳丘の築造された当時の墳丘表

面であると推察される。墳頂部にあたる 5区では表上下約 60翻のレベルから下に

約 1,lη の幅をもって,黄裾色粘土塊層が三重に重なって堆積されていた。この火

山灰質黄褐色粘上塊層は 6区では第 2段 日のみが細長 く延びていた。さらに, 1区

地表面下約 35翻のレベルを古墳築造期の地表面として墳頂部を測定 したところ ,

高さが 1.7η あったので ,Aト レンチの発掘を一応 ,そのレベルまで掘 り下げて平

坦にした。また,Aト レンチ 5区の中間土層中から土師器片数点が出上した。なお ,

2区の表上下より上師器の破片が数点発見され , 1区には自然石 4点が同一 レベル

に配列 してあった。火山灰質黄裾色粘土は 5区の中心部では 40翻～50翻大の上

塊 となっている。この 5区の黄裾色粘土層の見 られる部分が本墳の主体部にあたる

ので,副葬されている遺物を検出するため,綿密なる調査をなしたが,何 らの遺物 ,

遺構も発見されなか った。 しかし,主体部 と想定される地点に,広範囲に,火 山灰

質黄裾色粘土塊 を埋置 して固めていることは,何か意味を有 しているようでもある。

えびの市久見迫発見の地下式墳で玄室閉塞用に同一の黄裾色土塊を使用 しているこ

とを考慮に入れると,こ の上塊は埋葬にさいして,一種の信仰的意義があるのでは

ないЮヽと考えられる。すなわち,自然石ではなく,上塊を用いて,自 然石の有する

呪術的意味をもたせたのかもしれない。このことについてはさらに,検討 してみる

オンyヂ層の上塊
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必要がある。 Aト レンチの発掘が終ったのでつぎは,こ の トレンチに直角に墳頂か

ら南側に幅 2η ,長 さ 4切の Bト レンチを設ける。この トレンチもAト レンチと同
一地盤まで掘 り下げたか,何 も遺物 らしきものは発見できなかった。 しかし,墳丘

傾斜面で地表下約 40翻の地点から須恵器の破片が少 し出上 し,ま た,Bト レンチ
の西壁に接 して砂礫層が墳丘面下 lη にして現われた。

ひき続いて,D区の封土除去作業に取 りかゝる。この区でも墳丘の下方傾斜部一

帯から須恵器の破片が出上 している。さらにE区 ,F区 と封上の除去を行ったが ,
D,]と もに墳丘傾斜部 ,す なわち,墳頂から約 5傷下った地点 (D,C区 と同一 レ
ベル)か ら須恵器の破片が少々出上 した。

4 地下式墳 の調査
墳丘の内部構造については,Aト レンチ,Bト レンチを入れ,さ らに主体部の地

盤まで掘 り下げて発掘調査を行ったが,火山灰質黄裾色粘土塊以外は,遺物 ,遺構

らしきものは認められなかった。そこで,C区の墳丘上に見 られる凹みにシャベル

を入れて調べると,内部に広がった陥没穴が確められたので,一応,地下式墳 と見

なし,調査の主力をこの箇所に注 ぐことにした。そして作業員の一部をもって,並

行してD・ E・ Fそ れぞれの区域の封土除去を行った。

D区の墳丘表土中からは近世期 と思われる数点の陶器片と 2層の黒色土層には須

恵器の破片が散見できた。

まず,陥没穴の上部にある草木の根を除去すると,お そらく,後世 ,搬 入された

と思われる薩摩院系統の陶器片がかなり出上 した。年代は多分 ,近世のものと推定

されるが,陶器片についてはさらに,究明してみたい。最初は ,比較的小規模の地

下式墳のように感ぜられたが,落下 した上塊を上げてゆくうちに,内部が相当に大

きいことが判明してきた。そして ,陥没 した穴は玄室の天丼部であり,落下 してい

た黄褐色粘土塊も天丼部に相当するものであることが確認された。堆積 している土

の量が多いため,夕方までで,よ うやく墳丘面から2～ 3切のレベルまで達 した。

玄室全面に見 られる火山灰質黄褐色粘土塊は約 30翻前後の大きさのもので ,こ

の上塊が相当量 ,堆積 していたため,土あげ作業は難渋を極めた。そのうち,砂礫

層の床面の一部が現われ,ま た,羨道 と堆定される部分の 70翻上部に,ゃ 下ゝ方
に傾斜 した扁平な板石が認められたので,一応 ,玄室内部の作業を中止 し,竪穴式

前室と堆測される地点を中心にして,墳丘裾に相当する部分の発掘を進めた。 表
上下約50翻の黒色土層中から多量の須恵器破片が一面に破砕された状態で出上 し
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この中には内側を青海波文,外側は格子の叩き文のある大形甕の破片も堤 じていた。
なお,同一のレベルに 10数点の上師器の破片も散布 しており,その中には高杯の
脚も見出された。これらの上器片は竪穴上部に長径約 1.3町 の精円形状に散らばっ

ていた。この上器片の散布場所が墳丘の下方傾斜面にあたるので,こ のことが何を

意味 しているものか関心のあるところであるが,おそらく,呪術的意義を有するも
のであろう。また,こ れらの土器片の配列の仕方が墳丘傾斜面にそうのではなく,

竪穴上部に平面に埋置された状態にあるので,こ の地下式墳との関連において,こ

の上器片群を考察した方が妥当なようである。 しかし,こ の竪穴上面に直 ぐ隣する

西南側にも須恵器の破片がかなり出上 し,ま た,D区の墳丘下部傾斜面でも少々発
見されている。なお,E区でも甕の破片と思われる須恵器が 1点混入していた,そ
して,こ れらの上器片はすべて同一 レベルの地点から発見されていることを考慮に

入れると,さ らに,祭祀的な立場から考究してみる必要がある。

竪穴上部の上器片群よりさらに約 10翻下ったレベルから火山灰質の黄裾色粘土
層になり,こ の層に精円形に竪穴が造られている。そして,そ の中は砂礫を混在し

た黒色上で埋められていた。以前,こ の周辺にて木崎原氏が調査された地下式墳で

竪穴の閉塞用の蓋石の上に,砂礫混在の黒上を上盛 した例があったが,こ れも,方

向が横向きになっているだけで同一形式ではないかと考えられる。

竪穴内部の砂礫混在黒色上を完全に掘 り上げると馬蹄形状の竪穴式前室が現出し

た。そ して,羨門にあたる部分に扁平な安山岩質の板石 9牧で,2段 に積み上げ ,

閉塞 してあった。

主軸にそって長さ 2.2η ,幅は中央部で 1,7η となっている。深さは黄褐色土層
の上面から約 二η,墳丘の表面からは 1.6ηある。この竪穴式前室は周辺から15

翻乃至 25翻の幅で多少の傾斜をして落ち込んでいるが,さ らに南側端から北に約
70翻西側端から東に約 40翻の地点からそれぞれ急カーブになって深い掘 り込み
となっている。この竪穴式前室から玄室に通ずる羨道の入口,すなわち,羨門は板

石で塞いであるが,そ の羨道 と推定される長さも僅か 45翻の短いものである。羨
道は玄室の床面へ下降 しているので,閉塞用の板石も,ゃ ,ゝ前に傾斜をもって立
てゝあつたo竪穴式前室の床面に連らなる羨道の底部は玄室の床面から90η高い
レベルにあったが,茨道の上部は,す でに崩壊されていたので,そ の構造は不明で

ある。さらに,こ れらの板石を除去すると,す ぐ玄室に連らなっていた。

陥投 した穴は ,玄室の天丼から羨道の上部にかけての落下 した規模が大きいもの

15
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となり,2日 間を要 して上あげ作業をした。

玄室の主軸方向は北 12度西であり,羨道は南の方に開日 し,   主軸に対 し

て,玄室は直角に,短形状になっており,その中央から少し東寄 りに羨道はつけら

れていた。

玄室の形状は,長方形であるが,四隅が丸みをおびている。東西の幅は 2.5η ,

奥行 1,7靱 ,羨道部の幅は,玄室との接続部で 1,1翻 となっている。高さは天丼が

崩壊 しているので明らかでないが,床面から墳丘の表面までは約 24ηあった,天

井部の形体は全く把握できないが,床面から約 1.5η の高さまで火山灰質の黄裾色

粘土層があるので,そ の範囲内に天丼が構築されたとすれば,天丼の高さも, 1。 5

η以内ということになる。

玄室の東西おびに北側壁にそって,安山岩質の扁平な 12枚の板石 (30翻 ～

60翻)が―列に立てかけられ,ま た,そ の南側から約 50翻の東西の線に 5枚の

板石が北側に傾斜をもって一列に立てゝあった。さらに,こ れらの立石の内部床面

には 15枚の比較的大きい扁平石が一面に敷きつめられていた。また,こ の敷石の

上に,あ たかも,主体部を囲むように 5ケ の自然石が配置されていた。被葬者は ,

おそらく,こ の自然石と一列状の立石 との間の細長い区画内に安置されたものであ

り,頭部 と思われる人骨片が東側壁から約 70翻の地点の丸の点線内に,ま た,下

顎骨片らしきものも,こ れらとともに伴出された。なお,胸部と堆定される地点から

小形の傍製鏡が一面 ,背面を上にして発見された。ところで,東側壁にそってかな

り長い直刀が一振,副葬されていたが,さ らにこの直刀の西 ,45翻の地点 |こ剣一振 ,

北側壁に立てかけてあった。それから,こ の剣と直刀との間に,刀子が一振 置か

れていたが,なお,長い直刀の柄のそばから多数の鉄鏃が検出された。さらに 玄

室西南部の隅に轡関係の馬具が一揃い埋置されていた。

S 出 土 遺 物
(1)馬 具  (第 4図 )
lAJ 轡 , 0' 1組 ,引手 ,饒板各 1対 )
全体に銹化しているが,ほィぎ完全な形で遺存していた。馬の口にかませる喰a
は 2本の鉄製丸捧 (9,9翻)を中央で連結した二連式のものであるが,こ の 2本

の九捧は両端が環状になっており,一端は鏡板の中ほどの孔部にそう入され,他

の端は喰の中央部で環状になって互に交っている。そして,こ の両端の環状部を

除く部分 (4.8翻 )に は鉄線様のもので整然と巻いてある。手綱をつける引手も

喰と同様に両端が環状になり,その中間の鉄製丸捧には螺旋状に鉄線が巻きつけ
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てある。長さは喰のものより少し長くて 10.2翻ある。さらに,上端の環には,

長さ0翻の引手壷がつけられている。情円型の鏡板も完全な形をしており,中央

部で喰の環状になった端がそう入され,さ らにそれに,一ケの遊環が交わり,そ

して,引手に附着している。また,鏡板上部にある立聞の方孔の部分に二重の鎖

状の鉄環が結着され,それに釣金具が附着 している。鏡板は横幅が 12翻 ,縦幅

が7.7翻 ,それに厚みは3%と測定される。この轡では,鏡板の外側で鉄製の遊

環―ケを介して,喰 と引手が連結 している。

⑧ 辻金具 ,餃具ならびに革金具
面繋の交叉部に付着する辻金具が 2ケ発見され,かなり銹化しているけれども

形状はよく保たれていた。中央部に革留用の鋲 3ケ が足とともに残っているが,

さらに,四方にそれぞれ 2ケづつ付けてあるのが明瞭に見られる。辻金具の幅は

5.6翻 ,厚 さ2阿 となっている。つぎに,革帯の留金具である餃具も,ほぼ形体

を整えて副葬されていた。 2個出上したが,それぞれ大きさが異っている。大き

い方は長さ4.7翻 ,幅中央部で 28翻であるが,他の 1ケは長さ4.6翻,幅 2.5

翻である。 さらに,革金具 6ケが発見された。すべて長

方形をしているが,そのうち,4ケ は釣金具 D 2ヶ は革留金具となつている。 4

ヶの釣金具のうち,2ケは鏡板の立聞の鎖に附着 している。この釣金具の一方は ,

だいたい,長方形のまゝに遺存 し,鋲の跡も 6ケ認められる,そ して,一端は鎖

の中に深 く折 り曲げて,そ う入してある。その長さ&7翻 ,折 り曲げた部分 3.8

翻である。他方も同様に立聞の鎖にそう入されているが,半分のところで折れて

いるので形体は十分につかめない。しかし,鏡板全体のパランスから考えると ,

ほぼ前者に類似 した釣金具のようである。また,残 り2ケ の釣金具はともに同様

な長方形をなし,一端が釣になっている。鋲はともに 6ケ付いている。なお ,両

金具 ともに革帯を通すための輪金が端に付着 してある。その長さは 4.7翻 ,幅

(中央部)2翻 ,それに厚さは 2鰤である。それから,革留金具も 2ケ もほとん

ど,同一のもので長方形をなし鋲もともに ,4ケずつ付いている。長さ&7翻 ,

幅 21翻また,厚 さは 2鰤 となっている。最後に,鉄製の環が一ケ出上 している

が,使用目的が明かでないので,どのような名称をつけてよいか分らない。

しかし,馬 の頭部に着装された馬具の金具ではないかとも考えられる。その径

は 6。 S印である。
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似)獣形鏡  (第 5図 )

本鏡は玄室のほぼ中央部 ,北側壁から80翻 ,東側壁から1.17陶 の地点の敷石

の上に,背面を上にして発見された。この鏡から東 ,約 30翻のところに下顎骨 ら

しき人骨片が見 られたので,ち ょうど胸部あたりに,副葬されたものと考えられる。

鏡は平縁の獣形鏡で,両面とも大部分 ,緑銹化している。 しかし,背面の内区は

文様が割合よく認められる。形式はいわゆる,小形傍製鏡であり,獣形鏡の獣体の

模倣が形式化され,一見水鳥のような形のものや,何 と表現 してよいか分らないよ

うな文様もある。全体に文様の配列が不整然としており,獣形 と想定されるもの 3

ケ,乳は 5ケ つけられている。鏡の径は 9翻 ,厚み 3翻であるも内区に接 して鋸歯

支帯がめぐらされているが,さ らにその周囲に細目の鋸歯文帯が施されている,し

かし,二重の鋸歯文帯も,たぶんに形式化されており,外区にあたる縁はや 反ゝ り

のある素文のものとなっている。銀をはじめ,背面全体に手ずれらしき痕跡がかすか

に認められる。鏡は両面ともに,一部を除き全般に淡緑色を呈している。
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´
(0 鉄 鏃  (第 6図 )

玄室内床面から検出された鉄鏃は 27本あったが,いづれも錆朽 して完全なもの

は殆んどなかった。それでも,箆被の部分を残 しているものが多数あり,鉄鏃の形

態を比較的良く保っているものがかなり見受けられた。本墳から検出された鉄鏃は

すべて同一形式のものばかりである。すなわち,腸快のある細根片刃箭式のもので ,

身の断面は三角形を呈 している。箆被は大部分保たれており,身 と箆被の長さ 10

翻～14翻のものが 24本数えられ,そ のなかに菫が竹の箆にさし込まれて一部遺

っているのが 3本ある。それには,桜の皮らしきもので巻かれてあるのも認められ

た。また,こ のうちには,図示されているような棘のついた箆被も数本検出された。

なお,身の部分と箆被をわずか残 し,折れて検出されたものが 7本認められる。

◎
1

◎2

◎

く軍コ正三耳==豆==H匡
三
==歪
室工
===預
正三≡三亜�正三r ③

o                5               100脇
I      =     l

第 6図 小木原古墳地下式玄室出土 鉄鏃
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第 7図 小本原古墳地下式玄室出土 直刀 .剣

(4)刀 剣  (第 7図 )

地下式墳の玄室東北部の隅に直刀,刀子各 1振 と剣 1振の計 3振の刀剣が副葬さ

れていた。板石上に置かれていたため,保存状態もかなり良好である。

lAl 直刀と刀子

かなり,長大な直刀であり,ほ とんど原形を保っている。身も相当に長く,全

長 1.13η ,菫も完全に遺っており,日 釘孔も 2ケ認められる。刃関も明瞭に認

られるがっ鏑はない。背関の厚さ9脚 ,身の中ほどの幅 3.5翻 ,鋒もほとんど完

全な姿をしている。菫の長さ20.2翻,身の長さ90.15翻 ,重量もかなりある。

刀子は板石の上に,鋒を西向きにして置かれていた。ほぼ全形を遺 しており,

全長 31翻関の部分で,幅 3翻 となっている。

lBl 剣

玄室の北側壁に立てかけてあったため,剣身が少し由っている。また,関 の部

分で菫は欠失 しているので ,全長は不明である。身だけの長さ 60.6翻 ,その断

面は菱形をしており,両刃もほとんど,直線の原形を維持 している。鋒は丸みを

有 しており,ま た剣身に輪の木質片が数ケ所 ,附着 しているのが認められる。剣

身の幅は中ほどで a5翻,関の部分で幅 3,9翻である。

(5)上  器
出上 した土器は,そ の配置状態から見て,埋葬前に細かく破砕 して埋納されたよ

うである。そして,封丘主体部と想定される箇所とか地下式墳玄室内からは一片の

上器片も発見されず,墳丘の封土内,あ るいは地下式墳の竪穴上部 というような場

所から多量の上器片が検出された。出上 した上器は大部分が須恵器であり,一部分 ,

同一 レベルから土師器も共伴 して見出された。須恵器は土師器に比較 して,多様な
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形態のものがあり,色調もほとんど黒灰色を呈している。焼成も堅緻であるが,器

形としては蓋必,大形の広口壷それに器台などが副葬されていた。

最初 ,墳丘に入れた Aト レンチからは土器片はほとんど,出上しなかったが墳丘

部の封土内黒色土層から土師器の小破片が約 20点だけ,検出された。また,Bト
レンチの封土内からも,須恵器片数点,土師器片がわずか認められたのみである。

なお,地下式墳の竪穴上部,表土内,と D区墳丘傾斜面の封土表面より薩摩焼系統

などの近世のものらしい陶器片がかなり発見された。土器の出土状態をのべるにあ

たり,墳丘をC・ D・ ]・ Tの 4区画に分けて考察する。

lAJ 須恵器  (第 8図 )

① 地下式墳竪穴上部出土
広口壷 (図  C15)

封土表面下 40翻 ～50翻の黒色土層中に破砕された状態で,広口壷の破片が

多数 ;約 1.3η の長さで楕円形状に埋納されていた。図 15は広口壷の口縁部で

あるが日径 34.5翻あり,3本の稜線が 2段になっているが,そ の間に,櫛描波
状文が施されている。これの胴部は,すべて砕かれているので不明であるが,約

75翻前後と唯定される。この大型須恵器片の外面は格子目の叩き文になってい

るが,内面は鮮やかな青海波文である。

対 (図 C16)

表上下 35翻の地点から出上 したもの,頸が短 く1翻 ,の立ち上 りしかない。日

径は 7.5翻 ,胴部は膨 らんでおり,高 さ9師 ,胴部の長径 12.5翻 となっているが ,

本調査の出土品の中では数少い完形品である。

器 台 (図 C14)

出上 した須恵器片を復元 して,あ る程度形式を整えたものである。 3本の稜線

で 4段に区分されており,上二段には長方形の透孔 ,下三段には三角形透孔が施

されている。各段の間には,深い櫛描波状文が認められる。このような器台が発

見されたことは最近の宮崎県の調査では珍 しいことである。高さ28翻 ,底部の

径 28翻 となっている。

蓋 芥 (図  Cl.2.&4。 )

外類はことさら,細かく破砕されているので,ほ とんど,復元もでき兼ねるが ,

わずかに内側に反れた蓋受を有する不の身の破片がかなり見受けられ,意外に古

式のようである。そして ,底部の破片も認められるが,平坦である。また,竪穴

式前室の上部の西側に隣接 して,同一 レベル上に,須恵器片の一群が発見された。
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だいたい,蓋ネ類がほとんどであるが,蓋受の立ち上 りが,や ゝ内反 りなって幅

広くつくられている。

臨   (図  C12.1&17)
3ケ ともに破片だけである。図 12は 蔭の口縁部であり,径は上端部で 13印

ある。細目の櫛描波状文が施されている。また,図 17は胴部の張った感の破片

であり,図 13は臨の口縁部であり,図 17の上部口縁部と見なしても,さ した

る差果はないと思われる。何れも,磁 としては古式の方である。図 13の 口縁部

の径は 13.5翻。

② D区出土

墳丘の東側下部傾斜面の地表面下約 30翻の地点から広口壷の口縁部 (図 D)

(径 16翻)破片が 1点出上 したが 3本の稜線が 2段に通っておりその間を細目

の櫛描波状文が施されている。その外に大形の奄か対かの破片が約 20点認めら

れたが,文様は外面が格子叩き文 ,内面が青海波文様 となっている。

③ ]区出土
図 11の ように蓋受の立ちあがりの低いものがこの日区のみに出現 している。

ほか の地 点 出上の蓋杯は高い蓋受を有 しており,須恵器編年 として,こ の古墳

の築造される時期が,次の形式に移行する過渡期のものかもしれない。また,図

]に見 られる対形土器の口縁部も出上しているが,こ のような形態のものも,ほ

かには見当らないようである。コ区ではこのほかに,不おょび,大形密 らしきも

のの胴部の破片も確認された。須恵器の発見された地点はD]同様,墳丘下部傾

斜面の封上下約 50翻の黒色土層中である。図 11の芥は径 6.1翻 ,深 さ4師。

④ F区出土  (図  7.9)
C区の須恵器片が出上 した同一 レベルの墳丘傾斜面から図 7.9の ような蓋芥の

身と蓋が検出された。この 2ケがセ ットであったかどうかは確認できない。この

ほか,封土内の黒色土層から大甕の胴部と見なされる破片,不の底部などを含む

破砕された上器片などが見受けられた。図 9の界は径 11.5翻 ,深 さ 5.5翻であ

り,図 7の外の蓋は径 11.5翻 ,深 さ 4.2翻となっている。

lBl 土師器  (第 9図 )

本墳の調査において,出上 した上師器は須恵器に比 して,極めて少なかった。

そして,埋納された上師器は細かく破砕されており,しかも,器形が高芥を主と

していたことも,信仰的な立場から見て,送葬儀礼的意義を有 しているようでも

ある。
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発見された地点は C区竪穴式前室上部,上部,お よびその直 ぐ西側さらに,P区
の墳丘下方傾斜面などであり,それらの箇所からそれぞれ高杯の脚の部分と砕か

れた土師器片が検出された。

このほか,D区封土内および,Aト レンチ 5区内などからも,小量の上師器片
を確認 した。それから,高杯の脚部はすべて,脹 らみはなく,垂直になっており,

編年的にも,古式に属するようである。なお,わずかではあるが,比較的小さな

平底の上師器片も発見された。おそらく,甕形土器の底部ではないかと考えられ

る。 3ケ 出上 している高杯は,すべて脚部のみ発見されており,製作される際に,

外部と別に作 られたことが明かである。また,外部の口縁部と底部との接続部分

に稜線が 1本走っている。脚部は裾が多少広がっており,な お,外部が脚にのる

つけ根には ,は め込式の九い「へそ」が認められる。

図(0,C区 出上の高芥の脚は底部で径 5.4翻 ,高 さ9,5翻、,外 (3)は 日唇部の径
16.6翻 となっている。

6 ま と め
以上,小木原古墳の封土を除去 しての完全調査 とその墳丘下に出現 した地下式墳
の発掘調査についてのべてきたのであるが,こ の調査で問題視されることは,こ の

古墳の墳丘 と,そ の下から発見された地下式墳 とは如何なる関係にあるかというこ

とである。墳丘の調査については,その主体部と想定される内部からは何 らの遺構 ,

遺物は発見されず ,ただ,黄褐色粘土塊が積み重ねるようにして主体部に埋納され

ているに過ぎなかった。それにひきかえ,地下式墳 からは比較的多彩な遺物が出土
しまた,内部構造も相当な規模のものであった。そして,地下式墳の主軸の延長線
が墳丘の中心部を向いていることなど,諸般のことがらを考慮に入れる時,必然的
に小木原古墳の主体部は,こ の地下式墳ではないだろうかと椎測される。 しかし,

C・ D・ ]・ F各区の墳丘傾斜面の封土内から須恵器,上師器が多少出上 したこと

は,被葬者が埋葬される過程において,墳丘も,あ る信仰的な意義を有 していたも
のと見なされる。 しかも,地下式墳上部から出上 した須恵器 ,上師器と墳丘内部か

ら発見された土器とは,ほ とんど,同一形式のものであることからしても,こ れが,

呪術的共通の場であったことが窺われる。この調査から想起されるのは六野原の地

下式十号墳の調査 (1)で本墳と同様 ,円形墳下に地下式墳が現われ,発掘調査の結果 ,

墳丘内にはほとんど遺物 ,遺構は認められず,その下部に存在した地下式墳からは

大型の玄室 とそのなかに豊富な遺物が発見された。ただし,その報告書によると,

発掘の途上において多数の須恵器,弥生式土器片が封土中から出上 したとあり,こ
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れを附近の畑中より投げ上げたものと断定 していることには異議のあるところであ

る。おそらく,こ れらの上器片は,本墳の封土中の上器片と同様 ,意識的に埋納さ

れたものであろう。 しかし,弥生式上器片とあるのは,お そらく土師器片の誤 りで

あろう。また,筆者が西都原にて発掘調査 した地下袈繁四号墳の場合も,そ の上部

に高塚墳としての第百十一号墳が築造されており,上の墳丘は調査 していないので ,

その相互関係については明かでないが,墳丘の裾に竪穴を存 し,玄室は墳丘下に堀

削されていた。

高塚墳がその下に地下式墳を共伴する古墳として,正式の発掘調査をなしたのは

本墳を加えて,従来 3基であるが,こ の外にも時折 ,高塚墳の裾に地下式墳が陥没

することがある。しかしながら,県内に三 。四百基は存在すると推定される地下式

墳の場合 ,共伴する高塚墳というのは特殊な例に過ぎないようである。

つぎに,出土遺物についてであるが,轡類を中心にした馬具は比較的古式の関係

品が出土しており,ま た傍製鏡 としての獣形鏡が発見されたことも,地下式墳とし

ては,編年的にある程度 ,湖るようである。さらに,須恵器においては,立 ち上 り

の深い蓋受を有する蓋芥また,透孔のある器台 ,そ れに大形の広口壷なども出上 し

て,須恵器編年 としては,第 Ⅱ類に比定されそうである。なお,上師器においては

高界の脚部の形式,ま たそのつけ根にはめ込む「へそ」の存在,あ るいは,高界の

外部に見 られる稜線などから,土師器の様式としては和泉式後半期ごろと推定され

る。最後に,地下式墳の様式について考察 し,まず玄室が主軸に対 して,直角にな

っており,羨道なども約 40翻 という短いものである。玄室内部からは土器は全く

出土しなかったが,竪穴上部 ,墳丘の盛土内に上器片を埋納 していることは全く,

須恵器などを副葬 しない古式古墳から,玄室内部に多数の上器を副葬する様式に移

行する過渡期の年代のものではな
占ド
とヽ考える。それらのことを考慮に入れると,

この地下式墳の編年を第 Ⅱ様式A類に比定 したい。

これまで,考察 してきたことから,小木原古墳の築造年代は, 5世紀末から6世

紀初頃にかけての時期に推定される。     .
なお,古墳の実測図は安楽勉,出土遺物の測図は茂山護がそれぞれ担当した。

(支責  日高正晴 )

(註 )

(1)六野原古墳 (宮崎県史蹟名勝天然記念物調査報告第 13輯) 宮崎県

(2)「 日向地方の地下式墳」日高正晴『考古学雑誌 』 43巻  4号

(3)「宮崎県桃木畑地下式 A号墳」日高正晴『 古代学研究 』 64号
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地 下 式 A号 墳

1 (ょ  じ め に

小木原古墳から南西約 9η の地点で,地面にわずかではあるが,凹み箇所が発見

されたので発掘を試みた。この地下式 A号墳は宮崎県では中部以南で,一般に,認

められるもので,いわゆる,地表面には何 らの封上を有せず,すべて,地下に内部

構造の認められる形式である。ところで,本墳は小木原古墳で発見された地下式墳

と,ほ とんど形態を―にしている。

2 内 部 構 造
まず,陥没 している崩上の掘 り上げ作業を始めたが,発掘が進捗するに従い,意

外に,土量の多いことがわかり,土塊上げは丸一日を要 した。そして,大量の崩土

が落ち込んでいた大穴は玄室内部ということが判明し,し かも,陥没 している箇所

は天丼部に相当することも確認できた。その結果,玄室の規模 ,形状も小木原古墳

の地下式墳 と類似 していることも明かになった。玄室は主軸に対 し,直角に横に長

く,四隅は円形状に丸く形づ くられている。しかし,頭初はもう少 し,短形状を呈

していたようである。方位は北 50度東となっているが ,こ の玄室は火山灰質の黄

褐色土層とその下の砂礫層とに掘削されている。玄室には板石などを敷きつめた形

跡は全くなく,ま た,特別な遺構も見あたらなかった。調査の結果 ,内部床面の北

西部 ,壁面に近 く,柄頭を北に向けて,一振の直刀が発見された。さらに,その菫

に直 ぐ接近 して鉄鏃が 3本検出された。また,北側壁にそって約 1物の長さにわた

り,人骨片が認められたが,そ の東端には下顎骨片らしきものも検出された。なお ,

床面の中央部にも人骨片が埋葬されていた。

玄室は主軸線で,奥行 1.8η ,幅は中央部で 245η ,天丼部は完全に崩壊 して

いるので,高 さは不明であるが,床面から地表までは 238η ある。さらに,床面

から少し上って南側壁中ほどに羨道部 らしきものが開口し,しかも閉塞用の板石も

姿を現わしたので,竪穴式前室と想定 される箇所を主軸線上に選び発掘を進めた。

まず ,表上を掘 り上げると,下に約 50翻幅の黒色土層があるが,そ の下層部 ,

竪穴上層 部に破砕された土師器片が埋納 されていた。

これを復元してみると,図(1)の ように甕形上器の日頸部に,張 り付けをなし,そ

の上に格子の刻み込みを施 している。小木原古墳の地下式墳竪穴上部からは多数の

須恵器片が発見されたが,こ こからは一片の須恵器も検出されなかった。黒色土層

の下は火山灰質の黄裾色土層となっており,こ の層に,やや長方形状の竪穴式前室
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が掘 り込まれ,そ して,竪穴内部には砂礫混在の黒色上が埋め込まれていた。

この竪穴式前室は羨道に向って,かなりの傾斜をなし,玄室に連続する地点は ,

安山岩系の板石にて閉塞されていた。しかし,調査結果は,羨道の天丼部がす

べて崩壊 したことによって,閉塞用板石も,多少崩れて,散乱 していた。竪穴

式前室の奥行 1.95切 ,中央部の幅 1.65η っ深さは中ほどで 80翻 となって

ヤヽ る。

羨道は玄室床面から60翻上 った南側壁面に開口しており,茨門には板石が 10

枚前後 ,立てかけて閉塞 してあるが,ほ かに,自 然石 10数ケ置かれてあった。羨

道は玄室に向って約 40翻の長 さで末広がりになっているが,玄室 と茨道 との区分

が明確でない。羨道の幅は羨門で 1.05η ,中央部で 80翻 ,高 さは天丼部崩壊の

ため不明となっている。

3 出土遺 物
地下式 A号墳から出上 した遺物 としては,玄室床面から直刀 1振 ,鉄鏃 3本それ

に,竪穴式前室上部から土師器の破片が数点発見されただけである。

(1)直  刀  (第 7図 2.)

砂礫層の上に置かれていたため,比較的に保存度がよく,刀身も鋒の部分から約

6翻の箇所で折れていたが,復元の結果 ,完全な刀身となった。怖は鞘の一部分 と

柄がかなり残っている。刀身の全長は 73.6翻 ,身幅は関の部分で 3.4翻,重ねは

7血 ,そ れに菫は 146翻 となっている。柄には鹿角製刀装具が施 してあり,鐸 と

縁に相当する部分が 25翻の長 さで,関 に密着 しており,ま た,菫 にも鹿角製の柄

が施してある。またっ菫の先の部分に日釘が 1本現われている。甲 と見なされ,箇

所は幅 1.3斃で一段がついている。

輪の部分は中ほどでかなり遺存 しているが,上部を桜の皮で巻き,さ らに,その上

を織維質の細糸で等間隔に整然 と巻きしめてある。桜皮の一部に光沢まで遺し
てい

るのはおそらく,漆液をかけて保存度を良くしたものであろう。

(2)鉄 鏃  (第 6図 1,2)

尖根長三角形の鉄鏃が 3本,直刀の柄のそばから発見された。これらには,すべ

て,逆刺が付いておりっ断面は片丸造となっている。

このうち,~本は長さ11.5翻範 被に,桜の皮による ,かねまき,ま で認めら

れるが,ほかの二本 (約 6働)は箆被の半分を残して折れている。

(3)土 器  (第 9図左上)
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竪穴式前室上部の黒色上下層部から,土師器片が破砕された状態で埋納されていた。

この上器片は外反 りの「 く」の字形口縁を有する奄形上器であるが,興味々
ること

はその頸部にぉ子日の刻みを有する張 り付け帯 (約
2翻幅)を めぐらしていること

である。この形式の上師器は古式に属するものであるが,張 り付け文を有 している

ことは,こ の時期になっても,南九州特有の弥生式終末期の手法が伝わっていたの

であろう。ところで今回の発掘調査においては,こ の弥生式的様相を有する古式の

上師器が各遺跡において散見された。何れにしても,年代的に湖る土師器片のみ検

出されたことは注目すべきことである。

4 ま と め

本墳の内部構造は小木原古墳の地下式墳と全く同一形式のものであり,玄室,羨

道などにおいても,ほ とんど,同様な規模を有 している。 しかし,玄室内の出土遺

物については小木原古墳の場合より,だいぶ ,貧弱に見える。

しかも,敷石などもなく,簡易な副葬法をとっている。けれども,鹿角装の直刀が

出上し,あ るいは,竪穴上部に数点ではあるがっ古式の上師器片が検出されたこと

は特色づけられるものである。編年的には,小木原古墳の地下式墳と同時期ごろに

比定 されるが,両方を比較 した場合は,わずかの時期ではあるが,地下式A号墳の

方が朔るようでもある。

(文責 日 高 正 晴)
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久 見 迫 遺 跡

久見迫は小木原の東南方の台地で,小木原と同 じく池島川の東岸に形成された河

川段丘であるが,小木原の部落から久見追 と谷を距だてた西北方の畑地 (部落の道

路を距てた前方)は地下式古墳の群集地帯で,現在までに家屋の建築や畑地の水田

化によって破壊 された地下式古墳は約 120余基に及んだのである。ここの地層は

表上の下にローム層がありその下に厚さ 2η ～ 3物の砂礫層があるが,最近の建築

の鉄筋化に伴 う砂利不足から,砂利業者はこの地下の砂利に着目し,畑主より砂利

を買入れ,表上をブル トーザーで押 し除け,下の砂利を取 り去るのである。そして

もとの表上を戻せば水田となすことができる。従って地主は砂利を売るうえに手を

濡 らさず して水田を得ることができるので,こ の地方の畑は水田化が進められてい

るが,こ この地下式古墳は地下の砂利層に玄室を設けているので,以上のような古

墳の破壊が行われるのである。 しかもこの小木原の地下式古墳は竪穴式前室を上で

埋めず,そ のまま空洞 とし,そ の上部に蓋石を置いて閉塞 しているものであった。

従って今回のえびの地区の調査に当っても,こ のような形式の古墳に遭遇するもの

と思ったが,後に述べるごとく,こ のような形式の古墳は 1基も見出だされなかっ

た。

久見追の台地は,第 1図 に示すごとく,西北から東南に広がる丘地で,わ れ
われが調査 した地域は,縦貫道路に含まれる土地に限 られたので,池島川に沿 う断

崖の西北端に近い部分であって,西北は小木原との境をなす峡谷の上から東南に長
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久 見 迫 遺 跡 全 景

さ 82窮 ,幅 40切 の地域であった。ここを 8月 3日 から同 27日 まで (但 し人夫
の休日のため 8月 6日 の第 1日 曜と13,14, 15日 の旧盆を休んだ)発掘調査
を行なって第 1図に見られるごとく10基の地下式古墳 と土羨 1基 を発見した。
以下それらの遺跡 と遺物について記そう。

(1)地 下 式第 1号 墳
ここで発見 した地下式古墳と土羨とは第 1図 に示す通 りの位置にあったが古墳
の番号 |ま発見順に命名 した。第 1号墳は第 2号墳とともに,こ この断崖に沿 うて幅

2η ,長 さ20旬 の第 1ト レンチにその竪穴式前室の埋上が現われて発見された。
その位置はこの台地の東南隅に近い崖に面 したところにあった。

ここの地層は深 さ40翻内外の黒色の表上の下に深さ30翻内外の黄褐色のロー

ム層があり,そ の下に褐色の粘土質土層が深 く入っているが,場所によっては粘土

質土層の下に礫層のあるところもあったが,第 1号墳は責裾色のローム層から裾色

の粘土質土層の中に玄室を置いて竪穴式前室を南に玄室を北にして営なまれていた。

その形は第 2図に示す如 く竪穴式前室は南北に長い長方形に近く,長 さ1.40切 ,

幅は中央で 80翻,最広部 1靱 で西側の壁が東側より25翻長い。深さはも5翻 で
ある。北壁に羨道があったが,そ の部分を大きい粘上の塊 りで閉塞 していた。

羨道は奥に開いた形で,入 日の幅 55072,長 さ60翻 ,玄室に接するところ (玄

門)では 1.20η となる。天丼は平 らであった。玄室はその北方にあり,東西に長

い長方形で茨道に対して平入りとなっていた。東西の長さ 2.20孵 ,奥行 1.25切

で西墜が東壁より5o翻長い。天丼は平 らであったがは入れないので切 ♭落 したが ,
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高さは 60翻であった。玄室の床面は中央が 10翻 ぐらい低くなっていたが,東壁

に近 く骨片の痕跡があったo それより20翻隔れた西方に鉄鏃と刀子が 1塊まり

となっており,室のほぼ中央に室の方向に平行に刀 1日 が柄を西にしてあり,そ の

鋒に近いところに朱と鉄鏃があった。人骨が遺存 していないけれどもその痕跡があ

ったから南北の方向に人が葬 られていたものであることが知られる。

遺  物 (第 3図 )
この古墳の遺物は刀 1日 ,刀子 2日 ,鉄鏃 10本であった。

①刀子   全長 15翻 ,鬼長 9翻 ,身幅 1.8翻,菫幅 0,7翻 ,厚 さ 0.2翻で

ある。

②刀子   全長 105翻 ,柄長 3.2翻で柄部に木質が残っている。身長 7.2

翻,身幅 0,7翻 ,棟幅 0,2翻である。

③刀    全長 64例で柄部はよく残っており柄は断面が幅 3.5翻 ,厚 さ

1.8翻の卵形を示 し木質に桜の皮を巻き,そ の上に薄い木質が 1

部残っている。そして柄頭から5翻のところに目釘がある。身長

は計 り難いが身幅は 3翻 ,棟幅 0。 7翻である。

この刀には長さ13翻で尖根刀形の鏃が銹着 している。

①鉄鏃   全長 12,7翻 ,平根鉾形身幅 3翻

⑤同    全長 13.7翻 ,平根鉾形身幅 &5翻

⑥同    全長 14.8翻 ,柳葉の大形

⑦同    全長 11.8翻 ,三角形平根身幅 4翻

③同    全長 17.5翻 ,穂長 2翻 ,身幅 1翻柳葉尖根

③同   柄のみで現長 128翻

〇 同   全長 15。 8翻 ,尖根フⅡ葉 ,鏃が 3本銹着 している。

O同    全長 16翻 ,鉾形尖根

⑫ 同   全長 16.2翻 ,同 ,同

〇 同   全長 13.5翻 ,同 ,同
注、遺物の番号は実測図の番号である。

(2)地 下 式第 2号 墳

第 2号墳は第 1号墳の北方に約 5η を隔てて存在 した。方位はほぼ東西で竪穴式

前室を東,羨道 と玄室を西 としていたが,正確にいえば古墳の中軸線は東西の方向

より30度北に傾いていた。(第 4図 )

竪穴式前室は上部が広く底に行くに従って縮まり,上部はほぼ半円形で,弦部の
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長さ約 2婉 ,弦部より弧部の頂点までの長さ 1.90η であるが,底部は弦部の長さ

1.10η 弦より弧の頂上までの長さ 1.30η となる。深さは 2.20翻 である。

羨道は竪穴式前室の酉壁に開甲していたが,そ の入口を大きい粘上で蔽い塞いで

いた。羨道はやや日の開いた形で,幅 70翻 ,奥行 85印 ,高 さ 60翻天丼は平であった。

玄室は北側に一方的に張 り出し不正形であるが,プ ランは四角形のようである。

奥行 1.5η ,幅 1.5η で,床面は前室の底より羨道の入ロヘ約 10翻高く,羨道の

底は次第 11降 って玄室に達 し,玄室の底は羨道より15翻低い。天丼は平であった

が危険なので天丼は落 したが高さは約 60翻であった。玄室の床面には何 らの施設

もなく奥壁に近 く室に平行に人骨 1体が頭を南にして仲展葬されていたと思われ ,

大腿骨 2本 と左腕骨,撓骨が平行 してあり,頭部付近に鉄器の長隣があった。従っ

てこの古墳では副葬品はすでに消滅 していた。

(3)地 下 式 第 3号 墳 (第 5図 )
.第 3号墳は第 2号墳の北方に約 a切 を隔てて存在した。この古墳は第 4号墳とと

もに,tこ の地下式古墳の代表的な形をしていた。方位は竪穴式前室を東南に,羨

道 と玄室を西北にして造 られていたが,竪穴式前室はやはり上部が広く底部がやや

縮まる形であるが,上部は古墳の方向に長い情円形に近く長さ 2.03傷 ,幅 1.60

例で底部は長方形に近 くっ長さ 1.25陶 ,幅 1,20切 で深さは 1,07η っ床面は 1

部掘 り過ぎがあったが原形はほぼ平 らであった。

羨道はその西北壁にあるが,こ こは巨大な四角な粘上で塞がれていた。羨道は奥

に開く形で,入 日の幅 70翻 ,奥行東側 65卿,西側 70翻で玄室に接するところ

の広さは 1.10η であった。天丼はやや外に開いてお り,床面は玄室に向って 23

翻降っていた。高さは入口で 50翻 ,奥で 60釘であった。

玄室は東方に張 り出した形であるが,だいたい隅丸長方形に近 く,奥行 1.90Ъ

長さ 2.40η で,天丼は平たく高さ中央で 60翻 ,床面も平 らであるが奥壁は天丼

が降 りっ床面が上って斜めに接触している。東西の両壁も同様であった。床面には

室の中央より東側に人骨 2体が葬 られており,玄室の入口に近く頭蓋骨があり,そ

の奥に骨片が散舌としており,さ らに東側に骨片が南北にあった。実測図で知られる

ょうに,骨片や骨は入り交っているが,古墳の方向に向って 2列に並んでいること

|は ,こ こに 2人分の屍体が葬 られていたことが知られるのである。そして入口に近

い 1組は頭蓋骨が入口に近 くあるので,頭 を入回の方に置き足を奥の方にして葬ら

れていたものと思われる。またこの 2体の人骨が玄室の中央から東側にのみあるこ
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とは,玄室の西側は将来の死者を葬むるために備えたもので,こ の種古墳が家族墓

であるという性格を示 しているものである。

副葬品は玄室の入口東寄りの頭蓋骨の南方 2.5師のところに,侵入者から人骨を

衛るかの如く刀子 1口 が柄部を東に刃を外に向けて置かれており,そ の東方 20印

のところに剣 1日 が古墳の方向にほぼ平行に柄部を南にして置かれていた。

遺物は人骨 2体分と剣 1日 ,刀子 1日 であった。 (第 6図 )

① 剣 全長 68.5翻の蛇行形剣である。柄長 11翻 .菫幅 3翻で木質が

少し残っている。身長 57.5翻 ,で蛇行しており身幅は 3翻人の

自歯が銹着 している。

②刀子   全長 11翻 ,柄長 5印で,柄には木質が残っていて丸くなってい

る。身幅はα6翻,棟幅 0。 2翻である。

註  蛇行剣というのは,剣身がS字状に蛇行 しているもので,ス マト

ラのマライ族の用いるクスリと呼ばれる剣で知られているが,日

本の古墳から出たものは,石川県江沼郡勅使町狐塚 ,兵庫県加西

郡在田村亀山などが報ぜられているほか鳥居竜政博士が延岡市浄

土寺山の粘土棺中から発見されたものがある。何れにしても珍ら

しいものである。

(4う  地 下 式第 4号 墳 (第 7図 )

地下式第 4号墳は第 1号墳の東南に 8η を隔てて発見されたもので,こ この古墳

の最も代表的な形の古墳であった。ここの上層は表面に 20翻の深さの表上があり,

その下に黒色の上層が 60翻ないし70翻の深さで入っており,その下に赤裾色の

ローム層が 50翻内外の深さで入り,さ らにその下に黒褐色の粘土質層が 10翻内

外の深さで入り,そ の下に淡禍色の粘土質土層があるが,古墳は赤裾色ローム層か

ら淡褐色土層を羨道および玄室 として造 られていた。方向は竪穴式前室を南に羨道

と玄室を北にして設けられていた。

竪穴式前室は半円形で上部が広く底にゆくに従って縮まっていた。すなわち上部

は弦部の長さが 1.40陶 ,弦から弧の頂上までの長さ1.70η ,中央の幅 1.55η

であった。底部は弦部の長さ 1.10η .弦 より弧の頂点までの長さ lη ,中央の幅

1.10翻 であった。深さは 1.25η で底面は羨道に向って降ること25翻であった。

羨道は北壁にあり入口を粘土で閉塞されていたが,入 日の幅 65師で,長 さ55
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翻 ,奥に行くに従って漏斗状に拡がり玄室に接するところでは幅 1.10η となって

いた。羨道の天丼は平 らで,底は玄室に向って 10翻降 っていた。

玄室は東西に長い情円形に近い形で,長 さ250窮 ,奥行 1.30 ηD天丼は中央

が高くて 70翻 ,底は平 らで,玄室のほぼ中央奥寄 りに完全な人骨 1体があり,頭

を東に足を西にして葬 られていた。頭蓋骨の端から足の際骨までの長さは 1.50η

であった。副葬品は何もなかった。

(5う  地下 式第 S号 墳 (第 8図 )

地下式第 5号墳は第 4号墳の東方に 9η を隔てたところで見いだされた。その方

向は竪穴式前室を東に,羨道や玄室を西にして設けられていた。しかし第 8図 に

見られるごとく玄室の前に幅 35翻 ,深 さ55翻 ,長 さ2η の溝状のものがほぼ南

北に掘 られており,こ れらの後世の工作物によって古墳はかなり壊されていた。

竪穴式前室はほぼ四角形で,南北の長さ 1.85例 ,東西の長さ1.60η で,深 さ

は 60翻であった。羨道は壊れてほとんど存在しなかった。

玄室は南北に長 く1,65紀 っ奥行 40翻 ,天丼は平たく,高 さ40翻 という変形

のもので,天丼は斜めに降って玄室の底に連していた。玄室の 1まば中央に玄室に平

行 して鉄鏃 2本があった。

遺 物   鉄鏃 2本が銹着 していた。

(6)地 下 式 第 6号 墳 (第 9図 )
地下式第 6号墳は第 5号墳の南西方に 4η を隔てて見だされた。この古墳は竪穴

式前室を南に茨道 と玄室を北にしてほぼ南北に方位 していた。正確にいえば古墳の

中軸線は南北の方向より10度東に傾むいていた。

竪穴式前室は上が広く底に行くに従って縮まるもので,上部は南北に長い長方形

をなし,長 さ250η ,幅 1.75η であるが,底部は半円形で,弦部の長さ 1.10

切,南北の長さ90翻で,茨道はその北側にあり,そ の入日は粘上で談重に閉塞さ

れていた。深さは 1.33η であった。

羨道は竪穴式前室の北壁に開口し奥にゃゃ開いていたが,入 日の幅は 70翻,長

さ 75翻で,玄室に接するところでは幅 90翻であった。高さ55翻で天丼は平 ら

であった。

玄室は東西に長い楕円形で,奥行 1.70η ,東西 270η で床面は竪穴式前室 ,

羨道より25翻高い。天丼は平 らで高さ 50翻であった。
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遺物は玄室の東南部に轡と雲珠 ,刀がありその北方玄室の中心線に近 く剣 1日 と

鉄鏃 2本があり,東北壁に接 して刀 1日 があった。

遺  物 (第 10図 )
①剣    全長 71翻∫柄の長さ 15師っ柄には木質があって幅 2.5翻,厚

さ23れである。身幅 3翻,厚 さα6加で鞘口に鹿角装がある。

刀子   全長 20.5翻 ,柄長 6翻,身長 1■ 5翻,身幅 2渤 ,棟幅 α5師
`

柄には木質が少 し残っており,柄幅 1.5翻 ,厚 さ 1.2翻 ,柄頭か

ら2.5翻のところに目釘穴がある。             ●

刀    全長 39翻 ,身幅 2.5印。

雲珠

長さ14訪 ,鋒形平根である。

長さ13.5翻 ,同 i上。            |
円轡で 8.8翻 ×7の痛円形の上に四角形の面繋受がついている。

一方は 8翻 ×■5翻の扁円形の上に面繋受のついているものであ

る。喰は長さ各α5翻・ 弓1手は長さ15印で,揚の輪はなく引手

は喰の端についており,引手の霊金に変った形の金具がついてい

る。                               |
1対

木製であったらしく鳩胸や舌はないが,餃具頭には 8字形の環を

2重にした鎖状の金を 4段つけている。

2個であるが,1個は半分である。

(7)地 下式 第 7号 墳 (第 11図 )
地下式第 7号墳は第 1号墳の北方に 1.5η 隔てたところに竪穴式前室を設けて ,

その北方に茨道 と玄室を置いて為 られていたがその方位はほとんど正確に南】ヒに向

いていた。竪穴式前室は半円形で,上部が広く底に縮まる形であった。上部は弦の

長 さが 1.80η ,弦 より弧の頂上までの長さ217切 ,底部は弦の長さ 1.30η で ,

底は羨道に向って 30翻傾斜 していた。

羨道は竪穴式前室の北壁の弦部に設けられており大きい粘上で閉塞されていた。

その形は南と北の両端が開き,羨門の幅は 80翻で羨道力方向は西北に向いていた。

長さは 60加で玄室に接するところの幅は lη となっており,天丼は平 らで高さ 1

η,底は玄室に向って 20加傾斜 していた。                .
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玄室は東西に長い長方形で,西壁より東壁が短かく,西壁の長さ 1.30η ,東壁

の長さは lηで北壁は 2。 20η ,南壁の西端から60翻 ,東端から60師の間に幅

lη の羨道が開口している。従って南壁は全体で 2.20η となる。玄室の天丼はす

でに落ちており,玄室部には黒い上がいっぱい詰まって発見された。それで天丼を

落 して調査したが,天丼の高さは中央で 80翻 ,周辺は 60肋であった。また床面

は平 らであった。

遺物は人骨は既に消滅 しており,玄室のほぼ中央東寄 りのところに剣 と口が東西

に方位 して在り,西壁に接 して剣 1日 と刀子 1口 鉄鏃 3本があった。この古墳の北

側に大形の須恵器の靖が 1個あった。

遺  物 (第 12図 )
① 剣 全長 24,7翻 ,柄長 6翻で木質が残っている。身長 18,70v2,身

幅 獣2翻である。

剣    全長 67.5伽 ,柄長 12翻 ,幅 3翻で木質が残っているが,鍔 の

ところは幅 7.50v2で ある。身幅は 4翻である。

刀子   身が欠損 しており,現長 5。 5翻・柄長 4.5翻 ,身幅 0.8翻 ,棟幅

0.2翻である。

②鉄鏃   全長 20翻で折損 しているが,鉾形の尖根で先端より8翻上った

ところに逆刺がある。

鉄鏃   全長 14翻 ,身長 9.5翻,尖根で同上逆刺がある。
③鉄鏃   全長 16翻 ,身長 10翻 ,尖根で同様の逆刺がある。

(8)地 下式 第 8号 墳 (第 13図 )

地下式第 8号墳は第 1号墳の東に 1.5η を隔てて竪穴式前室を南に羨道 と玄室を

北にして造 られていたが,そ の中軸線は南北の方位より37度西に傾いていた。

竪穴式前室は半円形で,やはり上部が大きく底部が縮まる形であった。上部は弦

部の長さ 1.20旬 ,弦 より弧の頂点までの長さ 1。 20η ,中央の幅 1,40η で,底

部は弦部の長さ90翻 ,弦 より弧の頂点までの長さ 1切 で,高 さは lη ,底は羨道
に向って傾斜すること20翻であった。

羨道はほとんどなく,玄室は奥行 25翻ないし30翻 ,広 さ 1,20η で,天丼は

低 く入日の高さ 50翻で,入 口より斜めに降って奥底に達 しており,床面には何 ら

の遺物 もない点から見て小児の墓 と思われる。
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(9)地 下 式 第 9号 墳 (第 14図 )
地下式第 9号墳は第 7号墳の北方に 3物隔て,第 8号墳の東北に 4η隔てた位置
に竪穴式前室を北に羨道 と玄室を南にして,他の古墳 とは逆の方向に造られていた
が,その形は第 8号墳 と同じであった。

竪穴式前室は半円形で上が広く底に縮まる形で,上部は弦部の長さ 1.55切 っ弦
より弧の頂点に至る長さ 1.60η で,底部は弦の長さ 1.20η ,弦 より弧の頂点に

至る長さ 1切 ,深 さは 1.17旬 でっ底は羨道に向ってやゃ傾斜 し傾斜は 5翻であっ
た。

羨道は粘上をもって塞がれていたが,入日の幅 75翻っ長さ25翻 ,奥に拡がっ
て玄室の接点では 90印であった。天丼は平 らで高さ45翻 ,底は玄室に向って 5
翻峰っていた。

玄室は東西に長い長方形で,西壁の長さ70翻 ,南壁は 220傷・ 東壁は斜めに
西に寄って 55翻 ,北壁の東端から斜めに 50翻 ,西端から50翻のところに羨道
が開日していた。天丼は入日から奥に傾いており,その高さは入口で 40翻 ,奥で
20翻で,底は平 らであった。

遺物は玄室のほぼ中央に東西に方位 して人骨片 1と歯 1本および刀子 1日 があっ

た。

遺  物 (第 15図 )
人骨   長さ20翻内外の睡骨 らしい骨片と臼歯である。
①刀子   全長 8翻,柄長 4.5翻で柄には木質が残っている。身の先端は折

れており,身幅は 1.5翻で先細 りとなっている。棟幅は 0.2翻で

ある。

(10)地 下式 第 10号 墳 (第 16図 )

地下式第 10号墳は第 1号墳の東南方に 9町 を隔てて在った。ここはこの丘地の
西南隅にあたり,わ れわれが天幕を設置 していたところであった。方位は東南に竪
穴式前室を置き西北に羨道 と玄室を設けたものであった。

竪穴式前室は半円形で,上が大きく下に縮まる形である。上部の弦部の長さ 1.40

η弦より弧の頂点までの長さ 1.65η ,中央の幅 1.50翻 ,底部の大きさは弦部の

長さ 1,10町 ,弦 より弧の頂点までの長さ 1.20傷 ,中央の幅 1.10駒 ,深 さは
45翻で底は平 らで砂利層であった。
羨道は西北の弦部にあって粘上で入口を閉塞 してあったが,入 日の幅 63翻,長
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さは東方で 50翻 ,西方は 25翻で著 じるしく短かい。
玄室は隅丸長方形に近い形で,奥行 1.85旬 ,幅 2.20η ,天丼は平たく高さ
45翻底は平 らであった。遺物は玄室の東寄 りのところに鉄鏃 と刀とが直角に置か
れていた。

遺  物 (第 15図 )

①刀    長 さ25.5翻 ,身長 16.5翻 ,身幅 2翻 ,棟幅 α3翻,室幅 1.5
翻で木質がある。

鉄鏃   全長 18翻 ,鉾形平根で刃幅 &5翻である。

(11)土 羨 1号  (第 17図)

上羨 1号は第 1号墳と第 7号墳との中間にあり,南北に長い情円形で,上部が大
きく底に行くに従って小さくなる形であったから,初めは地下式古墳の竪穴式前室
であろうと考えたが,羨道を閉塞 した粘上がないことを審かりつつ掘 り進めるうち
に,深 さ90翻に達 して馬の歯 と骨片および馬具が発見されたので,烏 を葬った上
羨であることが知 られた。羨の底部は南北 75翻 ,東西 1,05切 の情円形をなして
いた。遺物は底部西寄 りのところに南側の壁に接 して馬具 (轡 1揃い)があり,そ
の北方 20翻のところに馬の歯 と骨片があった。
遺  物
轡    これは地下式第 6号のものとほとんど同 じで,鏡板に代る円口輪

と喰と引手より成るものである。日輪は楕円形で高さ 6.3掏 ,幅
9翻で,鉄材は幅 1翻である。面繋受けの部分はこの情円の上に

高さ1翻 ,幅 3翻の立聞である。引手は長さ 14.5翻 ,経 0,5の

丸い鉄で作 られている。

馬を葬った例は本県ではさきに昭和 17年に国富町の六野原で馬を葬むった土羨
が見いだされているが,馬 の骨 とともに馬具が葬むられていた例は今回が最初であ
るとともに日本全国でも稀有の例である。孝徳天皇の大化二年 (646)に 発せ ら
れた薄葬令によれば亡き人の馬の殉葬を禁 じているが,こ の時代に僻遠の日向国の

人たちがそのような禁令を知っていた筈もないが,故人の愛馬を葬るという古い時
代の吼習を,こ こに葬 られている人びとが持っていたということは極めて興味ある

事実である。
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(12う そ の 他

以上のほかこの台地には大小長短の上羨が数多くあつたoと くに縦横に溝状のも

のが掘 られていたが,その用途も,掘 られた時代も知ることができなかった。

特に図のほぼ中央に見える溝をめぐらした四角なものは方形周溝墓に似た形で

あるが,周囲に埴器の破片が散布していただけで,その他には何 らの遺構もなか

った。

ここには参考のため記録 した。

(石 川I記 )
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馬 頭 遺 跡

馬頭遺跡は久見迫遺跡の東方に続く台地であるが,こ こに元亀 3年 (1572)
5月 4日 島津氏と伊東氏が戦った木崎原合戦の後に悪病が流行したので,戦亡者の

霊を鎮めるために建立されたという馬頭観音が祭られているためここを馬頭 と呼ん

でいるわけで,久見迫や小木原と同 じく池島川の河川段丘である。この丘地は西北

から東南に長い台地で長さ95η ,幅 30η ぐらいで,東北方に 1段低い畑地 と水

田があり,こ の畑地を水田としたとき,地下式古墳が 1基発見されたという。また

東南の外れに断崖の崩壊 したところがあり,そ こは道路予定地外であったが,そ こ

にも地下式古墳の竪穴式前室の 1部が見えていたので,こ の台地を選んだわけであ

る。 しかし台地の東南部の約 3分の11こは近代の墓があったりしたので発掘は西北部

の延長 6099z,幅 30靱に限った。ここは 8月 29日 から9月 3日 まで発掘調査を

なし,地下式古墳 13基 と土器包含地 1ケ所 ,上羨 1ケ所を発見 した。 (第 18図 )

以下その詳細を記そう。

(1)地 下 式 第 1号 墳
地下式第 1号墳はこの台地の西北端にあり台地の西北側の断崖に沿 うて東西に幅

2η ,長 さ20防 の トレンチに竪穴式前室がかわって発見されたもので,竪穴式前

室を南に,羨道と玄室を北にして,ほぼ正確に南北に方位 して造 られていた。竪穴

式前室は久見迫のものと同じく,上をもって充満されていたが,こ れを排除すると

半月形で上が大きく底に行くに従って縮まる形で,上部は弦部の長さ1,30η っ弦

より弧の頂上までの長さ 2.10η ,中央部の幅 1.70切 あり,底は弦部の長さ 1.30

η,弦 より弧の頂点まで 1ま 1.35η ,中央の幅 1.25ηで,深 さは 80翻 ,底は中

央に窪まり,最深部は深さ lηであった。北方の弦部に茨道があり,その入回は久

見迫同様大きい粘土塊で閉塞されていた。

羨道は入日の幅 55翻 ,長 さ90翻 ,玄室に接するところの幅 70翻,天丼は平

らで高さ40翻D底は玄室に向って 20翻高くなっていた。

玄室はその奥に続き,ほぼ東西に長い隅丸の長方形で,奥行 1.16η ,幅 2.55

切,天丼は落ちていたが高さ80翻ぐらいであったと考えられた。底は中央に向っ

て傾斜し,中央が 10翻低かった。
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ここの地層も久見迫 とほぼ同様で,表上の下に黒色の上層があり,そ の下に赤裾

色のローム層があって,さ らにその下に裾色の粘上質土層があり,玄室はこの粘土

質土層に設けられていた。遺物は玄室の西壁に接 し,南壁から40翻のところに馬

鐸 2個 と轡 1組があり,そ の北方 50翻のところに杏葉 2個 と雲珠 3個があった。

また玄室の中央ほぼ玄室の中心線のところに刀 2日 と剣 1日 が鋒を西にして置かれ

ていた。さらにこの刀剣の東方壁に接 して馬具があり,そ の南方 30翻のところに

鉄鏃や刀子が 1団 となってあった。またその西方 30翻のところに勾玉 1個があり,

その西北 10翻のところに刀子 1日 があった。さらに東側壁の】ヒ寄 りのところに ,

天丼に近 く10数本の鉄鏃が塊ってあったが,位置が高いことから見て筈を下にし

て矢を逆 さまに立ててあったものと思われる。

この古墳には人骨はすでに消滅 していたが,玄室の中央に縦に刀剣 3日 が鉾を西

にしてあって室を2分 しており,そ の東西に馬具がありっ勾玉は南側の東部にあっ

たことなどから見て 2人分の人体が東を頭に,足 を西にして葬 られていたものと考

えられる。それにしてもこの古墳からは勾玉 1個 ,馬鐸 2個 ,剣 2日 ,刀 2日 ,刀

子 3日 ,杏葉 2個・ 轡 1組,雲珠 3,鉄鏃 29本 を数えたのであり,その遺物の豊

富さにおいて今回調査 した古墳中の随一ということができる。ことに勾玉や馬鐸の

副葬は注目すべきもので勾玉の地下式古墳よりの出土はえびの市では最初のことで

あり,馬鐸は前に小木原から1個出ているが,2個発見されたのは今回が初めてで

あった。なおこれら遺物の玄室内の配置は第 19図の通りであった。以下主な遺物

について詳記 しよう。こ

遺  物 (第 20図 )

勾玉   1個

⑦ 刀

長さ 1.3翻 ,中央の幅 0.6翻.厚 さ0,4翻,子しは 1方より穿 って

径 0,3翻である。石質は緑色を帯びた石であるが,翡翠ではない。

全長 65,6翻 ,身長 56.5翻 ,身幅 2.8釘,棟幅 0.8翻 .菫幅 2

翻,厚 さ0.5印である。

⑤刀    と長 67.5翻っ身長 56.5印 ,身幅 3翻 ,棟幅 0.5翻・菫幅 と.5

ηっ棟幅 0.3翻である。

④剣    1部 柄が欠損しているが,現長 268翻 ,身長 228翻 ,身幅
2.8翻・菫幅 1.5翻 ,厚 さ0.3翻である。

①刀子   柄を欠損 しており現長 7.2印,身長 5,7翻ぅ身幅中央で 0.8翻・
棟幅 0.2翻である。
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③刀子

刀子

◎鑢

①麟

O鐵
⑫鉄鏃

〇同

⑫同

〇同

〇同

@同

①同

⑩馬鐸

⑩馬鐸

全長 14翻 ,身長 10翻,身幅 1.2翻 ,棟幅 0.3翻 ,菫幅 lη ,
厚さα3翻である。

全長 15翻 ,身長 13翻 ,身幅 2翻 ,棟幅 α4煎 ,柄部は不明で
ある。

全長 8翻っ剣形 ,身幅 2翻。

全長 8翻 ,同  身幅 1.5翻

全長 14.5翻 .平根鉾形刃幅 3.6翻 ,刃は先端だけである。

全長 9.6翻 ,梨形平根っ刃長 25翻。
全長 15,4翻 ,尖根 ,幅 1.3翻 ,矢柄径 1.3翻。

全長 12翻 ,尖根 ,幅 1.5翻。

全長 1&5翻 .尖根鉾形
全長 12.3師 ,同  幅 1.5翻。
全長 7.6翻,尖根,幅 1.8翻。

全長 13翻 ,尖根 ,幅 1.5翻。

青銅製で高さ&5翻で,断面は扁円形を呈し,下底は弧状に入り

込んでいるが,下底の径は 5.5翻 ×a2翻で,入 り込みの高さは

2翻である上部舞は &3翻 ×22師で,鎚は半円形で,幅 0.8翻 ,

厚さ 0,3翻である。舞に精円形の穴があるのは舌 を吊るすための

紐を通す ところである。片面に文様らしいものが見えるが,鋪の

ため明らかでない。

同 じ青銅製で高さ10印 D l部破損 しているため底径は知 り得な

いが,舞 の径は 4.5翻 X3翻でやはり楕円形の孔がある。銀は半

円形で高さ 1,7翻 ,鯉の幅 0,8翻っ片面に隈取 りの中に斜格子目

文が幽かに見える。この中に砂に混 って動物の骨 と,青銅鋪をか

ぶった小 さい口字形の金属があった。

動物の骨は宮崎大学農学部に鑑定を依頼中である。

馬鐸は馬に懸けて音を発せ しめるものであるから舌があるのが普

通であるが1舌が発見される例は稀で,愛媛県宇摩郡妻鳥村の妻

鳥古墳出上の馬鐸は朱漆塗の角製舌がついているというから,こ

れもそれに類するものかも知れない。

註
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②杏葉   扁円形で幅 &5翻,高 さ7師,厚 さα3翻で上に懸垂のための突
起があるが,それは高さ3.5翻,幅 2翻 ,厚 さ 1.5翻である。

③杏葉   同形で幅 a5翻 ,高 さ■5翻,突起は欠失 している。
この両杏葉は鉄地金銅張であったかも知れないが,今は鉄銹のた

め鉄製としか見えない。もちろん模様の有無もわからない。

雲珠   3個 でみる。繋につける辻金具であることはいうまでもない。
轡    1組

轡は鏡板と喰と引手より成るものであるが,こ れは鏡板ではなく

円轡である。円轡はやや扁円形で幅 10翻,高 さ8.5翻の上に四
角な面繋受がついている。これに喰と引手がついているものであ

る。

其他   鉄器の中に馬具の 1部である尾錠 3個 ,鎖状の鉄器などがあり,
また用途不明の鉄器も 1個ある。それは長 さ5翻 ,幅 1.8翻の鉄器の裏側に上端と

中央 と下端に両側から留金があって内側に曲っているもので何かをこれで留めてい

たものである。

(2)地 下 式 第 2号 墳 (第 21図 )

地下式第 2号墳は第 1号墳の南方に 9靱 を隔てて竪穴式前室を北に羨道 と玄室を

南にして造 られていた。その方向は南北より35度西方に傾いていた。
竪穴式前室は半円形で,上部が広 く底部で縮まる形であり,上部は弦部の長さ

1.60η ,弦より弧の頂点までの長さ 1,70切 ,中央部の幅 1,70η であるが ,

底は弦の長 さlηっ弦より弧の頂点の長さ 1.25れ ,中央の幅 95翻である。高さ
は 70翻で底は平 らであった。

羨道の入日は粘上で蔽われており,入 日の幅 70翻 ,長 さ45翻で西側は中央が

膨れていた。玄室との接点では 85翻で,天丼は平 らでやや外側に開いていた。高
さは羨道の入口で 43翻 ,玄室 との接点では 33翻で底は平 らであった。
玄室は東西に長い長方形で,西壁の長さ85翻,南壁の長さ1.77斃 ,東壁は西
に傾いて 70翻 ,北壁は東端から斜め 40翻.西端から37翻の間に羨道が開口し
ていた。底は平 らで壁は九味をもって天丼に続いていた。天丼の高さは 70翻であ
った。遺物は東壁の中央に近 く鉄鏃があり,そ の南方南壁に近 く鉄鏃 1本 と羨道に

近い中央部に人骨 1片があった。
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遺  物
鉄鏃  2本ぅ長さ25翻 と17翻の尖根式である。

(3)地 下式第 3号 墳 (第 22図 )

地下式第 3号墳は第 2号墳の南方 3.5η を隔てて竪穴式前室を西に羨道 と玄室を

東にしてほぼ東西に方位 して造られていた。その方位は正確に記るせば,古墳の中

軸線は東西の方向より10度西に傾いていた。

竪穴式前室は半円形で上部が大きく底に行 くに従って縮まる形をなし,弦部の長さ

は 1.65切 ,弦 より弧の頂点までの長さ1,70η ,中央の幅 1.60切 である。底部

は弦部の長さ 1.30η ,弦より弧の頂点までの長さ 1,05η ,中央の幅 1.15η で ,

底の深さは地表下 90翻で,底部は羨道に向って 15翻降っていた。

羨道の入口は大きい粘上で厳重に閉塞されており,こ れを除 くと東方に開口した。

入日の幅は 75翻 ,長 さは南が北より27翻長 く北方は 48翻 ,南側は 75翻で奥
で多少開き玄室との接点の長さは 90防であつた。高さは 75翻で,天丼は平たく,

底面は玄室に向って 15翻降っていた。

玄室はその奥に続き南北に長い楕円形で,南北の長さ2碗 ,奥行は南側で 70翻 ,

北側は 95翻であった。天丼は壊れたが,高 さ87翻で平たかったようである。床

面は平坦で遺物は玄室の入口南側寄 りに  1 があっただけであった。

遺 物  刀子 1,全長 7翻身長 3翻身巾 2翻 厚 α 15

(4)地 下式 第 5号 墳 (第 23図 )

地下式第 5号墳は第 3号墳の東南方に 5η を隔てて竪穴式前室を南に羨道 と玄室

を北にして造 られていた。その方向は南北より22度西に傾いていた。

竪穴式前室は半円形に近い形で,上部は弦部の長さ 1.75η ,弦 より弧の頂点ま

での長さ2.20η ,中央部の幅 1.55切 で底は弦部の長さ 1.30切 ,弦 より弧の頂

点までの長さ70翻 ,中央の幅 lη で深さは 1.10窮で竪穴式前室の入日から階段

状に降っているが底は平 らである。

羨道の入日は大きい粘上で閉塞されていたが,入 日の幅は 55翻 ,長 さ西側 90

翻 ,東側は 20翻長い。天丼は平 らで,高 さ 70翻底も平 らであった。玄室の接点

では開いて幅 と材となつていた。

玄室はその奥に続き東西に長い長方形 をなし,東壁の長さ 1.50孵 ,北壁の長さ
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255η ,西壁は 1.45協 ,南壁は東端から60翻 ,西端から斜めに 1.20の とこ

ろの間に羨道が開回している。従って羨道は玄室の東寄 りに開口しているわけであ

る。天丼は落ちていたが,高 さ lη あったものと推定された。床面は平 らで遺物は

玄室の北壁に接 した東方に刀 1日 が鋒を西にして壁に平行 してあり,室の東南隅に

近 く剣と鉄鏃 ,刀子がありっさらに玄室の西北隅に雲珠およd碍具 と鉄鏃 ,刀子な

どが 1塊 となって在った。遺物は刀 1日 ,剣 1口 ,刀子 4日 ,鉄鏃 7本 ,轡 1組 .

雲珠 4個であった。主な遺物は次の通りである。

遺  物 (第 24図 )
⑫ 刀 全長 91翻,身長 75翻っ身幅 3翻 ,棟幅 α7翻であるが,輪が

1部残っておりっ輪は幅 45翻 ,厚 さ 3翻の卵形である。菫の長

さ 16翻 ,菫幅 2翻 ,厚 さ 0。 4翻で菫の端より25翻のところと

122翻 のところに目釘穴がある。

剣    全長 24翻っ身長 19翻,身幅 &5印 ,柄長 5翻っ菫幅 2翻っ厚
さα3翻である。

①刀子   全長 la5翻 ,身長 9。 5翻〕身幅 1翻,棟幅 0,3翻で,柄部に木

質が残っている。

①刀子   全長19翻 柄部に木質が残っている,身長 14婉 ,身幅 1,7翻 ,

棟幅 0.5翻である。

③刀子   全長 17.5翻 ,鞘に入っているがっ身幅 1.3翻,棟幅 0.2が測ら
れ る。

①刀子   全長 30.5翻 ,身長 2&5翻 .身幅 25翻,棟幅 α5翻っ柄長 7

翻.菫幅 1.5翻 ,厚 さ0.4翻 ,柄頭より23翻 と5翻のところに

目釘がある。

③鉄鏃   全長 145翻 ,鉾形尖根,刃幅 1,3翻。

④鉄鏃   全長 16翻 .鉾形平根 ,幅 2.5翻。 2本銹着している。

③鉄鏃   全長 9.5翻 D鉾形平根,幅 23翻。

O同    全長 &5翻 ,鉾形尖根。

②同   全長 15。 3翻っ柳葉,幅 2翻。

③同   全長 14翻 ,鉾形,幅 2翻。

⑤同   全長 7.5翻 ,鉾形,幅 &8翻。

〇轡    鏡板と喰,引手より成る。鏡板は片方は折れている。完全な方は

長さ10翻 ,幅 7.5翻で上に面繋受の突起があり凸字形に近い。
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雲珠

喰の両端を鏡板の窓に通しているもので,喰は長さ各 8翻で 0,7

直径の円い鉄でできており,引手は長さ 12.8翻,径 0.8の九い

鉄でできている。

4個である。 1個は長さ5翻 × 5,4翻 ,幅 1.4翻の中央に径 2翻 ,

高さ 1,2翻の円形のものがある。

(8)地 下式 第 6号墳 (第 25図 )

地下式第 6号墳は第 5号墳の東南 &5翻のところに,竪穴式前室を東に羨道と玄

室 を西にして造 られていた。その方位は東西の方向より12度南に傾むいていた。

この古墳は後世に破壊されたらしく,玄室に石日のようなものが落ち込んでいた。

古墳の形は竪穴式前室はほぼ円形で,やはり上が広く底で縮まる形であった。上部

は東西 1.30,っ 南北 1.30η で底部は東西 63翻 ,南北 80翻の楕円形で,深 さ

は 75翻で底は平たくその西壁に羨道が穿たれていた。茨道の閉塞も壊れていたが ,

羨道は入口で幅 40訪,長 さ60印,玄室の接点での幅は 80翻・ 高さは 40翻

が計 られた。天丼は壊れており,底は玄室に向って若千降って
いた。

玄室も天丼部が破壊されていたが南と北の隅には天丼
の一部が残っていた。玄室

は南北に長い楕円形でっ長さ 1.80阿 っ東西の奥行は中央で lη であった。天丼
は

平たく・北方で高さ
50翻 ,南方では 40翻であつた。床面は平 らであったがっ遺

物はイ可もなかった。

(6)地 下式 第 7号 墳 (第 26図 )

地下式第 7号墳は第 6号墳の東方に 7η を隔てて竪穴式前室を南にしてほぽ南北

に方位 して造 られていたが,そ の方位は南北より25度西に傾いていた。

竪穴式前室は半円形で ,上部が大きく底に向うに従って縮まる形であ
る。すなは

ち上部は弦部の長さ 1.60η ,弦 より弧の頂点までの長さ 1.65第 ,中央部
の幅

1.65碗 であるが,底は弦部の長さ 1,15傷 ,弦より弧の頂点までの長さ80翻 ,

中央部の幅 1.20協 であつた。深さ87翻 ,底は羨道に向って 30翻降っていた。

羨道は入口を粘上で閉塞され入口が開
いている形で,入口の幅 95翻 ,長 さ60

翻 .玄室の接点では 70翻であつた。天丼も入口で上に開いており入口の高さ
37

翻 ,少 し降って又上に上 りつつ玄室に続いていた。底は玄室に向って 43翻降って

いた。従ってこの古墳の竪穴式前室 と羨道 と
は玄室に階段状に降っていた。

″
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玄室は東西に長い長方形で,北壁が南壁より15翻長い。奥行 1.55η .東西の

長さ2.60η ,天丼の高さは 70翻で底は平坦であった。遺物は玄室の東壁に接す

る南側に環状の鉄製品が 1個 あり,北狼1に鉄鏃が 1本あった。また西側に南壁から

北に 43翻 ,西壁から40翻のところに長さ 16翻の平根の大きい鉄鏃が 1本刃を

東にして玄室の方向と併行 してあり,その北にこれに併行 して刀子 1口 があった。

遺  物

鉄  鏃
同

環状鉄器

全長 16翻平根巾 4翻

全長 9翻,柄部のみ     径

巾儀 6 翻 ,厚 0.3翻の鉄片を経 5翻の半円状に曲げたもの

である。

長 15翻 ,身長 9翻,身巾 2翻っ棟巾 0.4印子刀

(7)地 下式 第 8号 墳 (第 27図 )

地下式第 8号墳は第 7号墳の東南方に 8.5切 を隔てて竪穴式前室を西北に,羨道

と玄室を東南にして造 られていたが,そ の方位は南北より55度西に傾いていた。

竪穴式前室は半円形でっ上方が下底より大きくなっており,上部は弦部の長さ

1.60η・ 弦より弧の頂点までの長さ 1.75翻,中央部
の幅 1.50解 で底は弦部の

長さ 1,40η ,弦 より弧の頂点まで 1切 ,中央部の幅 1,30η で深さは 70印 ,底

は羨道に向って 8翻降っていた。

羨道の入口は粘上で閉塞されていたがっ入日の幅 75師 ,長 さ西側で 40翻 ,東

側で 60翻で天丼は平たく高さ60翻 ,底は玄室に向って 15翻降っていた。

玄室は東北から西南に長い長方形で,西南部が羨道が短かいだけで広く,奥行は

東北で 1,3η ,西南で 1.47翻 ,中央は奥壁が外に張 り出しているので 1.65と な

っている。長さは 227例 である。天丼は落ちていたから高さは不明であるが,底

はほぼ平たく遺物は室の東北側に 2本 ,西南側に 2本の鉄鏃があった。

遺  物

鉄  鏃 4本中 2本は破片, 1本は平根, 1本は尖根である。
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(3)地 下式第 9号 墳 (第 28図 )
地下式第 9号墳は第 8号墳の東北方に 6.5例 を隔てて竪穴式前室を東北に羨道と

玄室を西南にして造られていた。その方位は南北より古墳の中軸線は 37度東に傾

いて彰ヽた。

竪穴式前室は半円形で,上部が底部より大きい形であった。上部は弦部の長さ

1.40η ,弦より弧の頂点までの長さ 1.5 8η I中央部の幅 1.35ヵ であったが ,

底部t革弦部の長さ 1.20切 ,弦より弧の頂点までの長さ 1.20η ,中央部の長さ

1.10協 であつた。深さは 1.10η ,底は羨道に向って階段状に 55翻降っていた。

茨道は西南の壁に穿たれ ,入 日は粘上で厳重に閉塞されていた。入日の幅は 75

翻 ,長 さ55翻 D奥でやや開いて玄室との接点では 90翻であった。天丼は平 らで ,

若千入日の方に高くなっており入口の高さ64翻,玄室の接点の高さ68翻である

が,こ れは底面が玄室に向って 6翻降っているからである。羨道の入日の中央西寄

りのところに刀子と鉄鏃が各 1本併行 して刃を外に向けて置かれていた。

玄室は西北側に 1方的に設けられっ奥壁の中央より西北が外に張り出しているの

で古墳の平面形は洋鍵のような形を呈していた。玄室の大きさは奥行 1.?0協 ,長

さ 1.76η であった。天丼は寄鰹形で,高 さは 97翻 と推計された。床面は平 らで

玄室のほぼ中央っ茜北側の羨道の壁の延長線上に近く刀 1日 が西北壁の線に平行に,

柄部を外に向けて置かれ,こ の刀には刀子 1日 がやや交叉して銹着していた。

遺  物 (第 29図 )
②刀 全長 5a7翻 ,身長 4α 8師,身幅 25翻 .棟幅 0,8翻っ柄長

6.9翻,菫幅 1.8加 ,厚さ0,3露っそして柄端より1.5翻のとこ

ろに目釘がある。この刀は輪の 1部を遺存 しておりっ輪口に銅装

が施こされている。銅装は幅 3翻の銅板を巻いたものでこの部分

の断面は卵形を呈している。

全長 9.7翻D身幅 0.7翻 ,棟幅 0,2師 .柄には木質が残っている。

これは刀に銹着 しているものである。全長 19.7翻 ,身長 l a2翻

身幅 1.5翻 ,棟幅 0.3師 ,董幅 0.7翻 ,厚さ 0,3翻である。

鉄鏃   全長 6翻

①刀子

③刀子
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(9)地 下式 第 10号 墳 (第 30図 )

地下式第 10号墳は第 9号墳の北方に 5.5例 を隔てて竪穴式前室を西南に,羨道

と玄室を東北にして造 られていた。その方位は古墳の中軸線は南北の方向より40

度東に傾いていた。

竪穴式前室はやはり半円形で,上部が大きく底部にゆくに従って縮まる形であっ

た。上部は弦部の長さ 1,70切 ,弦より弧の頂点までの長さ 1.45η ,中央部の幅

1.95η で,底部は弦部の長さ 1,50η ,弦より弧の頂点まで 1.07η ,中央部の

幅 1.55η で,深 さは 1孵あり,底は閉塞粘上のあるところまで平たくそれから

10翻降って羨道に続いていたЬ

羨道は東北の壁に穿たれっ入口を粘上で閉塞されていたが,入日の幅は 75翻 ,

長さは東南側で 30翻 ,西北側が 40翻で極めて短かいが内に開いていて奥では 1

縮となる。天丼は平たく,高 さ57翻であった。床面は平らであった。

玄室はその奥に続き奥行 lη ,長 さ 1.80孵 の精円T//を なし,四方の壁が上方に

縮まり,天丼は中央が高く高さ90翻であつた床面は羨道より25師低く造 られて

いて平 らであった。それでこの古墳は地表からの深さ床面まで 1,40η であり,床

面は砂利層であった。そして奥壁の中央に接 して壁に平行に刀 1日 が柄を東南にし

て置かれていた。

遺  物 (第 31図 )
③刀    全長 1.02協 ,身長 85翻で鉄鍔を有するものである。身幅 3.5

翻,棟幅 0.7翻 ,身にも木質の 1部が残っている。柄は幅 2印 .

厚 0.5翻で木質が残り,桜の皮で巻かれている。鍔は鉄製無地で,

長さ 8翻 D幅 7翻の卵形で,幅は 2翻,厚 さ外側 0.5翻で柄につ

く方は薄い。

(10)地 下式 第 11号 墳 (第 32図 )

地下式第 11号墳は第 10号墳の西方に 8η を隔てて竪穴式石室を東に羨道 と玄

室を西にして,ほぼ東西に方位 して造 られていた。その方位は東西の方向より約

30度北に傾むいていた。

竪穴式前室は半円形で,上が広く底が小さい形であった。上部は弦部の長さ1.40

砲,弦より弧の頂点までの長さ 1.30η・ 中央部の幅 1.35992で ,底部は階段状に

東より西に降って底に達 し,弦部の長さlη ,弦より弧の頂点までは 50翻でっ深

さ65翻,底は羨道の中央まで 20師降っている。
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羨道は入口を粘上で閉塞していたが,入日の幅 72翻 ,長 さ35翻で玄門での幅

は 85翻である。底は中央から平 らで天丼は平たく高さ35翻であった。

玄室は南北に長い楕円形に近い変形で,南北の長さ2152,奥 行 1.10碗 ,天

井は平たく高さ55翻 ,底 も平 らであった。遺物は玄室のほぼ中央に鉄鏃が 1本 ,

その北方に刀子 1日 があった。

遺  物
刀子

鉄鏃

全長 a2翻っ柄を欠損 しており,身幅 2翻,棟幅 α4翻である。

長さ6.5翻 ,平根剣形っ刃幅 3.5翻である。

(11)地 下 式 第 12号 墳 (第 33図 )

地下式第 12号墳は第 7号墳の南方 6婉 ,第 8号墳の西方 3協 のところに,竪穴

式前室を西南に,羨道 と玄室を東北にして造られていたが,その方位は南北より

55度東に傾いていた。

竪穴式前室は半円形で,上が広く底に縮まる形であった。上部は弦部の長さ 1,20

靱,弦 より弧の頂点まで 1,75協 ,中央部の幅 1,40例 で,底は弦部の長さ 1.15

ηD弦部より弧の頂点まで 1.30砲 ,中央部の幅 1れで.深 さ 1.40孵・ 底は平 ら

であった。

羨道は東北の壁に穿たれ ,粘上で閉塞されていたが.外側 と内側に開く形で,入

日の幅 70翻 ,長 さ|ま北側で 32翻,南側 40翻,高 さは 70翻 ,天丼は平 らで ,

底も平坦であった。

玄室は不正形で・ 奥行 1,70η ,長 さ210η ,天丼は壊れていたが,底は平 ら

であった。遺物は東壁に刀が 1口 柄を下にして斜めに立ててあったほか,東北壁に

鉄鏃 5本その他の鉄片があった。

遺  物 (第 34図 )
① 刀 全長 39η ,身長 27翻,身幅 2師 ,棟幅 0.5翻 ,菫幅 1.5翻 ,

厚さ0.5翻っであるが,こ の刀は関から藍に漸次細まる作 りであ

る。

鉄鏃    5本 とも刀形で尖根である。

(12)地 下式第 13号 墳 (第 35図 )

地下式第 13号墳は第 10号墳の西北方に 6協 を隔てて農道の岸に竪穴式前室を
~4~に
,羨道と玄室を北にして,ほぼ

~m‐

北に方位して造られていたが,玄室の 1部は
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道路によって切断されていた。古墳の中軸線の方向は南北より15度西に傾いてい

た。

竪穴式前室は半円形で,上が広く底に縮まる形であった。上部は弦部の長さが

1.40切 ,弦 より弧の頂点までの長さが 1.45切・ 中央部の幅 1.90掏 で,底部は

弦部の長さ 1.10舵 ,弦 より弧の頂点まで 1.10η ,中央部の幅 1.30婉で・ 深さ

は 60翻ありっ底は羨道に向ってわずかに 5翻傾斜 していた。

羨道は北壁に穿たれ,入 口を粘上で閉塞 してあったが,入 口の幅 80翻っ長さ

15翻 ,天丼は平らで高さ70翻 .底は平 らであった。

玄室は東西に長い長方形であるが.東側の壁を道路で切断され,東壁の長さ1,10

η,北壁は 1.55傷 ,西壁は西に 1部膨れて lη・ 南壁は東から斜めに 1.05η ,

西から斜めに 20翻 ,そ の間 tこ羨道が開口している。天丼は平たく高さ40翻っ床

面は平 らで遺物は玄室の西北隅に馬具が重なっており,室のほぼ中央に鉄鏃があり,

羨道の入口に接 した南壁に鉄片があった。

遺  物 (第 36図 )
轡    1組

輪轡で, α5翻 ×7.6翻の扁円形の上に幅 45翻,高 さ2翻の面

繋受があり,こ れは厚さ1翻である。

喰は長さ 10.5効で径 0.8の円い鉄で造 られている。
1       引手は長さ21翻で,径 1翻の円い鉄で造られている。

載里を     11笠1

木製の鐙であったらしくっ木質部は消滅 しているが.八字形のこ

れを昂した鉄板に鋲のついたものが残っている。これを8字形の

鎖を 2重にしたものを 3段つなぎ,そ の上に餃具頭をつけている

が.餃具頭は長さ8翻,幅 4.5翻で 3段の鎖は長 さ7.5翻のもの

2段 と7.3翻のものが 1段である。

雲珠   1個
菱形である。菱形には四本の鋲が各角にあり幅 &5翻っ高さ 3.8

翻である。

鉄鏃

(13)地 下 式 第 14号 墳 (第 37図 )

地下式第 14号墳は第 13号墳の西北に 5.5η を隔てて竪穴式前室を南に羨道と
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玄室を北にして,ほぼ南北に方位 して造られていたが,正 しい方位は南北の方向よ

り40度西に傾いていた。

竪穴式前室は楕円形で,上が広く底にゆくに従って縮まる形であった。上部は南

北の径 2.10η ,東西 1.80η ,底部は半円形がゆがんだ形で・弦部の長さ 1.20

η,弦 より弧の頂点までの長さ 1.10ηである。探さ70翻ではは羨道に向って若

千上っている。

羨道は北壁に設けられ入口を粘上で閉塞 してあったが,入 口の幅 77翻 ,長 さ

70翻で奥に開いており,玄室の入口では 1.10η となっていた。底は入口で 15

翻下がり漸次奥に行 くに従って上っていた。天丼は平たく高さは入口で 40翻 ,奥

で 60翻であった。

玄室はその奥に続き,東西に長い精円形で長さ 2.30η ,奥行 1.20η ,底 は奥

にゆくに従って高く,入口より10翻高い。天丼は平たく高さ60翻であぅた。床

面にはほば中央西寄 りに骨片が少 しあったほか人骨はほとんどなかった。西壁に接

して剣 1日 が壁にほぼ平行に,柄 を北にしてあり,こ れと交叉 して刀 1日 があつた。

剣の南側に鉄鏃が 1塊まりとなってあり,刀 と鏃塊 との間には朱が多く残っていた。

また鏃塊の西方の羨道入口に刀子 2回 があり,その西方西壁に接 して鐙があり,そ

の西方にも馬具があった。

遺  物 (第 38図 )
全長 67.2翻 ,身長 57翻,身幅 3.5翻 ,柄長 10.2r_M,菫幅 2

靱 ,厚 さ0.4翻。

全長 36翻 ,身長 27翻,身幅 2.3翻 ,棟幅 0.4翻,菫幅 1.5翻

厚 さ 0.4翻で柄頭から1翻のところに目釘がある。

全長 21.5翻 。身長 14.5翻 .身幅 2翻 ,棟幅 0.4翻 ,柄に木質

が残っている。

全長 11翻 ,身長 8.5翻,身幅 1.2翻 ,棟幅 0.3翻。

全長 8翻,柄折れ,身長 7.6翻 〕身幅 1.5翻 .棟幅 0.4翻。

全長 12.3翻 ,身長 7.5翻 ,身幅 1.5翻 ,棟幅 0.4翻 .菫幅 1翻 ,

厚さ 0.3翻。

無菫 ,長 さ 6.8翻 .幅中央で 1,8翻 ,逆刺あり。

長 さ125翻 ,逆刺あり.幅中央で 1,8翻。

長 さ14翻 ,柳葉尖根。

長 さ10.3翻 ,鉾形,逆刺あり,身幅 2.4翻。

⑦剣

③刀

〇刀子

刀子

刀子

⑫刀子

①鉄鏃

②同

③同

④同
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第 15号のものと同じく木製であったらしいが木質はすでに消滅
している。上に長さ 3翻 ,中央の幅 4.5翻の餃具頭があり,その

鐙   下に木製の鳩駒や踏込 ,舌 に当るものがあったらしく,長さユ25
翻,幅 1.8の鉄板に鋲3を有し入字形に先端を拡げたもの 2個づ
つがついてい る。

(14う  土器 包含 地

地下式第 3号墳の南に接 して黒色の上層の中に埴器や須恵の破片などを多く包含

しているところがありっはじめここも古墳ではないかと思ったが,古墳ではなく単

なる包含地であった。その包含する面積は;第 3号墳の南に接 してほぼ東西に長い

楕円状の地域で,東西 6η ,南北 3孵 であった。住居址てはないかと思ったが,古

墳時代後期にこのような住居址があるはずもないのでっ次に述べる土羨第 1号 と関

係があるのであろうと考えられる。但 し須恵器を含んでいることは 1考 を要する。

(18)土 療 第 1号

馬頭上療第 1号は地下式第 5号墳の南方 7孵 のところにありD

土羨はほば南北に長い楕円形で,南北 1.08窮 ,東西 87翻で,深 さ28翻 ,
底は径 75印で平たいもので,図に示すごとくっこの上羨内胎は 6個の埴器の盤が
入っていた。

ここの地層は表上の下に厚さ33翻厚さのオレンジ色のロームが入っており,そ
の下に 7切内外の裾色粘土質土層があり,その下は黒裾色の上層となっているがっ

この上羨はオレンジ色の F― ムの 21翻下から黒褐色土層に掘 り込んでいた。
この上羨が何のために設けられたものであるかということは俄かに断定 しがたい。

われわれは限 られた日程を僅かに残す時点でこの遺跡に出週ったが,次 ぎつぎに発

見された地下式古墳に追われて,こ の遺跡を充分に追及する時間を持たなかったの

で,こ こには将来の参考のために記録するに止めたいが.私考をもってすれば恐 ら

く埴器の窯で,こ の羨内に薪 と粘土製の器を入れて暁いたものと思われる。羨内な
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どが著 じるしく焼けていなかったのは,そ れほど度々焼いていなかったものと考え

られる。埴器は須恵器と異なり赤暁きで火度が低いから,こ のような穴に薪に埋ま

るようにして焼けば出来るのである。
1色
が赤いのも開放されたところで酸化婚で暁

かれたことを示 している。

第 3 遺 跡 の 特 徴 と年 代

以上に記 したごとく,えびの市内の遺跡は小木原で地下式古墳 3基 (1基は破壊

されたもの)家の跡 2個 ,久見迫で地下式古墳 10基 と馬を葬った土羨 1基っ馬頭

で地下式古墳 13基 と上羨 1基 ,包含層 1ケ所を発見して調査した。もとより大部

分は地下式古墳であったが,こ れらの地下式古墳は小木原のものを除いて,久 見追

の 10基 と馬頭の 13基はみな同じ形式のものであった。すなはち竪穴式前室は半

円形またはその変形のもので,こ の竪穴式前室を上で埋めたもので,羨道の入口の

前を巨大な粘土質の上塊で閉塞していた。そしてこの閉塞以外にはっどこも閉塞し

てはなかった。玄室はほとんど長方形または楕円形であったが,みな竪穴式前室と

羨道とに対して直角 (平入り)に設けられ,天丼は平たく,家形をなすものはなか

ったし,壁にも棚状の施設のあるものはなかった。

このような形式は,小木原のパス停留所の南と北に100基以上も発見された地
下式古墳が.ほ とんど竪穴式前室を上で埋めず,そ の上に蓋石を置いて,前室の頂

上 (入 日)を閉塞していたものと,著 じるしい相違を示していた。

このような久見迫や馬頭の古墳は,地下式古墳の中でも後期に属するもので,古

墳時代でも後期の1300年 ぐらい前 (7世紀)の ものと考えられる。
なお遺物について見れば,馬具の副葬が多いことが感ぜられた。これを前に比較

した小木原の地下式古墳 と比較すれば,小木原では衝角付兜や短甲が相当に出上し

たが,今回は甲冑は 1個も出なかった。もちろん今回は 20余基を掘ったに過ぎな

かったからでもあろうが,それにしても久見追と小さい谷 1つ を隔てるにすぎない

小木原から甲胃が出てD久見迫や馬頭からは甲冑が出なかったという事実は,古墳

の形式の相違と関係がないとは云えないように思われる。

古墳時代後期のこのような群集墳は家族墓であると考えられる。地下式古墳が羨

道の入口または竪穴式前室の入口を閉塞していることは,こ の閉塞を撤去 して次の

死者を葬るための準備であって,現に 1基の玄室に数基の人骨が葬られている事実
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がこれを示 している。つまり1基の地下式古墳は 1家族の墓であると考えられるが

古墳時代後期の日本の社会は父家長制家族の社会であったといわれている。父家長

制の家族 というのは,単婚家族が沢山集まった家族で,そ の上に男性の家長が居た

のである。だからそれぞれの地下式古墳は単婚家族の墓であり,それが 10基集ま

った久見迫には, 10の 単婚家族が集合 した久見迫氏の墓であり,馬頭は 13の単

婚家族が集合 した馬頭氏の墓であると見ることができる。そして勾玉や馬鐸っ馬具

などを多く副葬 していた古墳が父家長の墓であると見ることもできる。

小木原にも,こ のような幾つかのグループがあったわけであるが,こ のように古

墳の形式が異なることは,こ れらの古墳の主である家族の職業または社会的役害Jの

違いではないかと思われる。竪穴式前室を埋めるのは地下式古墳 1般の形式である

が,こ れを埋めずしてその上に蕎石を置くものは,宮崎県ではえびの市のみに見ら

れるもので,聴児島県にもこの形式があるから,こ の形式のものに甲冑が多いとい

うことは,夷守 といったような特別の役割をもった人の墓ではないかと考えられる

のである。

なお ,今回の調査の学術的価値 について 1言すれば,従来地下式古墳は破壊 され

て発見されたもののみを調査 したのであるが ,今回は積極的に未発見のものを発見

して発掘調査した点において最初のことで,そ の意味では学術上に貴重な調査であ

ったということができるであろう。

(文責 石 川|`E太 郎 )
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第 4

1

こ ま く りげ遺 跡 全景

小 林 市 内 の 遺 跡

こま くりげ遺跡

l 立 地 及 び環境

こまくりげは ,宮崎県小林市大字細野にあり,市街地からほぼ南西に位置 し,霧

島連山夷守岳 (1344.1切 )の北東にあたる。遺跡は,県水産試験場増殖部小林
分場のある出の山養魚池の後方丘陵標高 288～ 300メ ートルの地点である。
この一帯は夷守岳の活動による霧島旧期熔岩 (安山岩)を基盤 としてその上に火

山灰がアパ ットした起伏のはげしい熔岩段丘になっているを
)今
回の発掘地点は丘陵

の凹地で出の山用水池 (養魚池)を望む位置にあたり,こ の丘陵の末端からは毎秒

1ト ンの湧水があり下方細野地区の貴重なかんがい用水にもなっている。

出の山用水池付近は,近年 .出 の山公園と称 している。池には鯉やマスを養殖 し,

時期 ともなると団体客や家族連れの慰安地 として大いににぎわっているがこれも昭

和 27年から30年にかけて県水産試験場の分場が開設されてから急に開発された

ものでそれ以前は淋 しい所であったという。だが,こ の場水の利用は古く,小林の

上井家文書「小林萬取調帳」によると「井手山用水掛 り」として「延宝弐年御取仕

建。五百士間廻 り,壱萬弐千坪。右用水掛細野村田地五拾壱町六反八畝。高千弐百

五拾石。」とあるセ
)ま
た,池の南方にある加治屋神社には「元藤六年四月十八日工

作之」と銘のある御室 (オムロ.厨子のこと)が残っている
(:)こ
れはこの「井手山」

用水池の開発によって順次開田が進み,それに伴なってその付近に集落が形成され

ていたことを想像させる。以上近世文書等にょりこの地区の歴史的環境をみてきた
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が.本調査に最も関連深い先史遺跡も当遺跡を含めて従来から発見されており発掘

地点の凹地に接する畑や用水地の北西高所から塞ノ神式上器や轟式上器片,池の東

南に位置する高台からは,縄文土器片のほか,石匙,石鏃 ,石刃等が採集されてい

る。

Ｉ
Ｉｌ
μ
Ｔ

試猛装鳳 ロA-4T

0                            50“

こまくりげ 遺 跡平 面 図
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2 発 掘 区 の設 定

発掘地域は西から東にかけてゆるや々ヽな傾斜を呈 し,現在は原野に変わっていた

が元来は畑地として利用されてお り最近まで甘藷等が裁培されてヤ玖ュという。周囲は植

林後数十年 を経過 した杉林でおおわれている。高速自動車道は,こ の原野をほぼ西

から東へかけて走る計画になっているので,測量図のゼンター・ポール阻 197+
40の地点を■00× 200翻 の範囲で試掘したところぅ土師及び紐文の包含層を

確認 したのでこの地を調査することに した。まずD試掘地点から東方へ予定路線の

センターに合わせて 300メ 500翻 の トレンチを 2ケ所設定 しっこれをA-2区 D

A-4区 とし,さ らに試掘地点の南西にB区 を設けこれをB-2区 とした。また。

試掘地点から北西 25η の高所 (比高 5～ 6例 )に も 1区 を設定 し,C-1区 とし

た 。

工  嘱
(黒 色土〕

ユ  唇
(漆黒色土)

Ⅲ  唇
(寅橋L土 )

V 目
(隷 )

V  目
(淡黄裾粘質上 )

M  冒
r)購絶土 )

3 層位 の概 要

A-2区

A-2区  トレンチ北側断面図

まず表土には,灰黒色土層があり続いて漆黒色土層となっている。これは一般に

黒色腐蝕土層といわれ,俗にいう「 クロボク」で上層は深く平均 140翻程もある。
この下は黄裾色土層に変わりその直上,つ まり漆黒色土層の下部から土師器の破片

が普遍的に出上した。黄裾色土層は平均 50翻の厚さで遺物は下部から縄文土器の

破片が少量発見された程度で元来の包含層とは思われない。次層の黒裾色土層は組

文の層で厚さ25翻 .上部から口縁部断面が三角形を呈する市来系の上器がみられ

た。下部になると遺物の出土は少なくなり次の淡黄褐色粘質土層になると全く見ら

れなくなる。この下の層は,赤褐色のロームで俗に「赤ホヤ」.「赤バン」という

第一オレンジ層である。続いて多量の葉片状白色片を含む青黒色砂質層になる。
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これは「 牛のすね
ロームζ

)と
いわれ,地元では「 カシワバ ン智

)と
いってぃる。これ

らの層位 を,他の トレンチも含めて表上の灰黒色土層をI ttD漆黒色上層をⅡ層 .

黄禍色土層をⅢ層 .黒裾色土層をⅣ層,淡黄褐色土層をV層 ,赤褐色ローム層をⅥ

層,牛のすねロームをⅦ層 とする。

このA-2区 ではⅣ層黒褐色土層から4個のビットを発見 した。 トレンチ東側壁
中央下に径 25れの 1号 ピット。それより80師東南に径 20翻の 2号 ピット,そ
の西方 110師 の位置に径 20翻の 3号 ピット・ さらに西方に径 20翻の 4号 ピッ
トである。また ,こ の層からは多量の木炭を検出したがそのほかの遺構は発見され

ずこの範囲の トレンチ調査では住居址かどうかは判断できなかった。

磯

。
4

a

a

4‐ぢ
ロ

,     
°

お

い

,

中還
К
，
Ъ
ｆ

b η ←
%'

d
a  e,

（
ｏ

0       5吻

A-4区  Ⅳ層上部の上器・石暦分布状況

A-4区

本 トレンチは,A-2区 から若干下る 5η東側に設定 した。 I.工 層黒色腐蝕土
層の深さは,A-2区 よりゃゃ浅いがそれでも平均 120翻を計測.工層下部から
は同様に土師器片が出上した。Ⅱ層黄裾色土層は,A-2区 と同じく平均 50翻の
層で上部には少量の上師器片を含んでいた。Ⅳ層黒褐色土層は,60～ 70翻の縄
文の層で市来式上器と日縁部の隆起帯に平行斜線をもつ市来系土器。それに石鏃 ,

メンコが出上した。V層淡黄褐色粘質土層は平均 20翻 .Ⅵ層第ニオレンジ層は
85働の厚さでⅦ層牛のすねロームヘ続いている。
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B-2区
B-2区 の トレンチはA-2区 トレンチより南西 17碗上方に 300翻 ×500

翻の範囲で設定 した。上部の I.I層 黒色腐蝕土層はA-4区 と同じく平均 120

翻の深さでこの下部と下に続 くⅢ層黄褐色上層の直上面から同様に上師器片が出土

してぃる。第Ⅲ層は平均 50翻の深さで下層から組支晩期の黒色研磨土器が発見さ

れ,つ ぎのⅣ層黒裾色土層からは既述の調査区と同様に市来式上器と下部からはっ

貝がら腹縁による条痕の上に浅い凹曲線を施支 した岩崎上層式上器が出上 している。

ところでこの層位中・ トレンチ北西隅の第Ⅱ層から第Ⅱ層に移行する面 .つ まり

上師器にかかわる生活面に,上縁長軸 185翻 ,同 じく短軸 1,0翻 D深さ約 40

翻の楕円形状のと療を発見 した。内部に堆積している黒色土からは土師器及び自然

釉のある須恵器片が 1点出上している。この上羨は,下方が狭 くなりさらに長軸の

両サイドにそれぞれまた掘 りこみがありその形状は逆我頭円錘形状で黒色上が詰ま

っていた。この掘 りこみはっ南西側で上縁径 55翻,深 さ18翻,東北側の掘 りこ
みは不整形で上縁長軸 75翻 D短軸が 50翻 ,深 さ15翻である。この上療の上面
までの深さは 120翻 ,I層の漆黒色土層も攪乱を受けていないので後世の遺構 と
も考えられない。 しかし,特殊な遺構であり,そ の類似例も知 られていないので一

応形状 D規模を報告するだけにとどめておく。

|

0 50師
|

B-2区  ト108
レンチ内土城実測図

a    l



C-1区

この トレンチは,A-2区 か ら40切北西 ,A-2の 面 より約 5～ 6切 の高所に

設 定 した。位置の環境から見て,期待を持 って調査 を行なったが,高所のためか表

上が浅 く,I層 漆黒色土層中に黄褐色土,黒褐色上が混入 し,上師器のほか ,縄文

土器や石暦が混在 し攪乱されていた。前記の調査区では,下層の牛のすねロームま

で約 3η余 りの深さがあったがこの トレンチではわずかに 120翻程であった。

4 遺 物

EID 土器

こまくりげ遺跡における土器は上部工層漆黒色土層から出上 した土師器及び須恵

器数片とⅣ層黒裾色土層の紐文土器である。

lAl 土師器

トレンチ別に出土数をみるとA-2区 から90点 ,A-4区 28点 ,B-2区
から31点 ,B-2区 土羨内 23点 ,合計 172点 ,大別すると高台を有 し精製
された小形の上師器 ,大形で器面調整が若干荒い壷形土器と土器内面に布痕のあ

る手づ くねの塊形状土器に区別される。

③ 図(1)は ,日径約 11.5翻の皿形土器 とみられる。高台の痕跡がみられる。
このほか高台を持つ底部破片が 6点程出上 している。

① 図(2)は ,壷形土器の日縁部で日径約 21翻 ,頸部から肩部にかけて数条
の平行細沈線がめぐらされている。内面には,輪積みの跡もみられ,刷毛

状のもので調整されている。

③ 図(3)は ,上記同様壷形土器口縁部で口径 22.8翻 ,日唇部直下の外面が

若千肥厚 している。内外面とも刷毛目調整がみられる。

(1)/
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① 布痕土器 (図 4～ 10ま で)
C-1区 を除いた他のトレンテから出上 している。

イ 団 0は ,A-2区 から出上したもので日径が約 13翻 .胴部の最大厚さ
1.2れで外面に凸凹がある。赤褐色を呈し,焼成は良好である。底部が欠

失 しているので丸底か平底かは不明である。手づくねで日唇部が外面に向

って斜めにそぎ落されっしかもそのあとは調整されていない。内面には,

一面に布目痕があり1翻あたりの糸目の数は経糸 12本 ,緯糸 11本であ

る。

F 図(5)は ,A-4区 の工層下部出上の日縁部破片で ,日 唇部が三 日月形 を

している。胎土は密で暁成良好,黄褐色を呈 し内部布目痕の糸目数は,1

翻あたり経糸 11本・緯糸 10本 と図(4)と 大差はない。
ハ 駅 o)は ,試掘羨出上のもので,色は黄褐色で胎土に小石を含む,器面は ,
その小石がぬけ落ち各所に凹所がみられる。また内面の布目も荒く,1翻

あたりの糸目は,経糸 5本っ緯糸 6本 と少なくかなり布が伸びている。

二 図 7)は ,B-2区 土療内出上の日縁部で厚さ 1.1翻 .色調黄裾色っ口唇

部は同様外方へ斜めにそぎ落されている。内面には同様一面に布目痕があ

る。

ホ 図(3)は ,A-2区 出上の口縁部で厚さ 1。 1翻,黄裾色を呈し院成良好 .
口唇部は外方へ斜めにそぎ落されている。糸日は 1初あたり経糸 5本 ,緯

糸 4本 とかなり荒い。

へ 図 9)は ,B-2区 出土 ,日縁部破片で厚さ 0.9翻 ,色調黄裾色.焼成は

良好である。日唇部は同様外方へ斜めにそぎ落されている。内面の布目数

は,1翻あたり経糸が 9本 ,緯糸が 7本である。
卜 図いは ,試掘羨出土 ,日縁部破片,厚 さと、0翻,胎上に小石を含む,色

調黄褐色,日唇部はゃはり外面へ斜めにそぎ落されている。内面の布目数

はぅ 1翻あたり,経糸が 8本 ,緯糸は 6本 となっている。

以上 .布 目痕のある土師器についてその特色を示す日縁部の紹介を行なっ

てきたが,も ちろん布目痕のある腹部等破片も若千は出土している。このよ

うに日唇部を見るといずれも外方へ斜めにそぎ落され。しかもその器形は同

様小形の塊形状土器で手づ くねである。このような例は,宮崎県串間市下弓



田遺跡から発見されてお伊オまた,今回の調査でも小林市竹山から多量に出

上 している。従ってこれ以上の考察については,竹山遺跡報告の中でふれる

のでそちらにゆず りたい。

lBl 須恵器

須恵器の出土はごくわずかで,B-2区 土羨内の I破片とA-2区 出上の 2片
に過ぎない。このうちB-2土 羨内出上のものは,格子状叩き目の上に一面 ,灰

響置と生Fを揖二机患Fi、と写桑曇ζ舟猛処魯冨已盈急且奮害量争〔警忌路嘉雪
分松ケ迫古窯緞 らヽ出上 した須恵器群に類似 している。

(⑥ 紐文土器
こまくりげ遺跡出上の縄文土器は大別 4種類に分類される。Ⅳ層黒裾色土層上

層部の黒色研磨土器 ,上 層から中層にかけての,日 縁部が三角形断面を呈し,施

文具にアナダラ属の貝がらを用い,器の内外の貝がら条痕や刺突文を特徴とする

市来式上器。それに口縁部に補幅広の文様帯を持ち,平行条線文や羽状文でかぎ

る市来系土器。中層から下層にかけては,只 がら条痕の上から浅い幅広の四曲線

を描 く岩崎上層式上器である。

l 類   (図 H―13)
A-2区 ,B-2区 のⅣ層上部からわずか 3点出土している。いずれも浅鉢形土
器の口
冤評
とみられる黒色研磨土器である。この晩朝土器はこの地方では都城市尾

平野洞穴から多量に出土している。

5a鷹
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2 類  (図 1争乾0)
これは,いわゆる市来式上器である。図鋤,teは ,ぃずれもA-2区 Ⅳ層黒褐色
土上層から出土した日縁部で黒褐色を塁 し,胎上には石英その他小有色鉱物片を含

んでいる。文様帯が狭く竹管による爪形文に似ているがアナダラ属科ハイガイ等の

小破片を刺突したものとみられる。この種の上器は,串間市下弓田遺跡の中・下層か

ら出上しており,市来式上器の先行形態とみられているΨ

図&0は .A-4区 Ⅳ層出上の日縁部で断面は三角形で,外方の文様帯の部分はは
りつけて成形したものである。貝がらの刺突方法は,前平式上器に普遍的に見られ

る方法と同じである。この上器は,やはり型式上市来式上器では古い土器であろう。

月
伊
ｕ

113



図りは,B-2区 Ⅳ層中からの出土で波状口縁の一部である。黒褐色を呈し.胎
上には.石英,長石,その他小有色鉱物を含んでいる。口唇部外側と突出部上側に
貝がら口唇部による刺突文があり,そ の間は,押 し引きの沈線文がみられる。
図住りは,2類土器片群中最大の日縁部破片で文様帯も広く変化に富んでいる。日
縁部は黒褐色を塁し,肩部付近は赤裾色で胎上には多量の雲母が含まれている。日
縁部上縁はカープがみられず,直線的であるので恐 らく突角形口縁の市来式上器であ
ろう。内面にも一面に貝がら条痕がありっ波状日縁部の裏面にも,凹線文がある。
器面には各所にススが付着している。

Q。
塩 回

∩
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3 類   (図 21～29)

この一群も,Ⅳ 層黒裾色土層か らの出上で下層出上の 1点 を除いては ,2類上器

との層位的上下関係を把握することはできなかった。

図りは,A-2区 出上の口縁部で本遺跡中最大の上器片である。日縁部径約 32
効の深鉢形土器とみられ,色調は黄褐色で,胎上には石英,長石等を含んでいる。
日縁部は外反 しっ外面には 3翻程の隆起 した文様帯があり平行斜行線が描かれ第 2

類土器 として分類 した市来式上器 とは文様のスタイルが異なっているが口縁部断面は

ゃはり三角形状を呈している。従って,このカレーガま一応市来式系土器として分類 した。

印 は,A-4区 出上の日縁部で黒裾色を呈 し,焼成は補脆弱である。文様は日

唇部直下に平行の短斜行線を描き,そ の下に逆方行へ平行斜向線を施文 し,さ らに

その下へ口唇部直下 と同様の平行斜行線を描いている。つまり羽状文である。これ

に類似 した破片は,同 じA-4区 から1点出上 している。文様形式は出水式上器に
酷似 しているのでその影きようをうけているとみられる。

4 類   (図 30-35)

このグルァプは,B2区 のⅣ層下部から出土したもので他の トレンチからは出土
していない。日縁部が補外開きで胴部が少 し張った深鉢形 とみ られる。焼成は給も

ろく,色調は黒裾色を呈し,胎上には,石英や長石を含んでいる。内外面には貝が

ら口縁によって調整されその条痕を有するものもある。また,器面には,一様に平

行直線や平行曲線を描いている。これは鹿児島県肝属郡田代村岩崎出上の上層土器

の系統を引く土器である。 しかし凹線文は一般に浅くなかにはよく観察 しないと見

落すほどのものもある。

(51)(
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lEl 円 板
A-4区 東側壁面下のⅣ層中から出上 したもので径 &6翻 ,厚さ 0.8翻で縁 ど
りがされている。

E2J 石器

ω 石匙 (図②)
A-2区 Ⅳ層出土 ,2.7翻 ×a7翻のホルンフェルス製の石匙である。刃部は
両面から剖離されている。

(30
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lBl 石鏃  ω照労
A-4区 Ⅳ層出土,黒曜石製で先端都と基部の一方が欠失している。底部には

若干のえぐりこみが認められる。

rCJ 皮剣ぎ  (図① )

B-2区Ⅲ層黄褐色土層中からの出土,チ ヤート製で 64翻 X■ 2翻.横剣ぎ
で一部には自然面が残っている。

仇 ё 軽②

石器類 O戊はぎ ②晒匙 O石戯

S 結 語

る家Tttζ窯亀基票鳥露訂見鷲揖憲:醤悽降法農督査重瞥言磐径奮農畠筵Я壇課ど

小林市の本田遺跡だけである。本田遺跡の調査ではかなりの遺物が出上しD成果を

あげたといわれる。今回の調査は,九州縦貫高速自動車道予定路線にかかわる発掘
のため有望な包含層の調査ではないのであまり期待はもたれなかった。事実出土遺

物も少なかった。

しかし,I層漆黒土層下部の上師器群中から若千の布痕土器を発見し,その上器
形態や焼成が串間市下弓田出上の布痕土器と類似していることは大へん貴重な出土

といえよう。下弓田発見の上器は疑わくをもたれながらも一応紐支土器として報告

ユ17



されているが,今一度考慮される関係資料が提供されたことになる。
この布痕土器は,国分期の上師器と共伴 しているのでその所産は奈良時代以降と
考えられるが,そ の他に,確実に後世の須恵器も数点ではあるが含まれているので
時代はさらに下 り平安時代中期相当としたい。

組文の包含層からは,晩期黒色研磨土器.後期の市来式上器,林式系土器,岩崎
上層式土器が出上 している。このうち,岩崎上層式上器は,Ⅳ層下部から出上し他
の土器との上下関係をつかむことができ。これは一応の成果と思われる。

この地方は,霧島火山の周辺部にあたり,火山灰が多量に堆積し今回の調査でも
縄文後期の包含層下位まで27～ 3切程?深さがゎり,短日間の発掘では必要に応
じて トレンチの範囲を拡張することもできず:せ っかくっピットを 2,3検出しても
それが住居址の柱穴かどうか判断することはできなかった。

註

(1)遠藤 台「火山灰層による霧島熔岩類の編年 (試論)」 (霧島総合調査報告
書 宮崎県 1769 &)
(2)小林市え編纂委員会「小林市史第一巻第八節田畑開発」 (小林市 40.3.21)
(3)上 同
(4)訂 1)に同じっ「牛のすね」は,都城市の一地名
旬 日本

調 瞭
七 錯 波書店版 ,日本古

其の国ど読けて日向と日ふb是の日に

たまひて,歌 して日はく。」とあり,

訓としてカシハは,磐をいう。磐石の意かっあ
|る
いはヵシハはヵタジハ 建岩)

の約かっとある。また。万葉集巻七には,「吉野川ぃはと堅磐と常磐なす」と
いう歌がある。これらのことから,地元でいうカシ7ズ ンは恐らくカタィバン
の意とみられる。

(6)海岸に近い縄文後期の遺跡で昭和 34年 ,宮崎県教育委員会が調査を行なっ
ている。「下弓田遺跡 。日向遺跡総合調査報告第一韓」 徳 崎県教育委員会
昭 。36・ 3・ 30)
(7)「日本の考古学・歴真時代上」所収 小田富士雄<窯業の項>昭 。42・ 7・ 5)
(8)石川恒太郎「宮崎県の考古学」第 G有史文化<窯跡の頂>CRg。 43・ 4・ 10)
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尾辛野洞窟住居Fk>(昭・4?・ 7・ lp)   .1         :
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tO 河口貞徳「南九州における紐文式文化め研究」 儀児島考古学会紀要第3号)

0あ 石ケII恒太拇「高原町縄支期留合層調査報告」 (宮崎県文化財調査報告書第16

集 昭,47.3)

(文責 田中_茂)

119



平 木 場 遺 跡

l 遺跡 の位置

平木場遺跡は,小林市大字南西方字平木場に所在する。その位置は,国鉄吉都線

飯野駅の南東約 l kal.え びの市と境界を接する平木場台地は,南東から北西へ舌状

に突出した標高 400ηの日向ローム層をかぶるシラス台地である。台地の南を平

木場川が流下 し,シ ラス台地特有の浸蝕谷を形成 している。台地面は,概 して平坦

で,黒裾色火山灰層に被われている。この台地の西 ,県道小林京町線と平木場川に

沿 う南側傾斜地保安林 との間にかこまれた 6をαの畑地が遺跡 となっている。特に畑

地の中央を南北に通る農道の西側に広がるブドウ国に遺物の散布が多く。遺跡の主

要部をなしていることが,表面調査から予想された。

調 査 の概 要 (第 2図 )

平木場遺跡の調査は・ 8月 5日 から8月 19日 までの 15日 間実施 した。計画道

にかかる台地南西の傾斜地保安林に沿う凡そ 3000″ の畑地を調査地域 としたが ,

作物補償の制約をうけ約 300″ を発掘 した。あらかじめ,保安林に通 じる農道の

東側をA地区,西側のプドウ園に近い畑地をB地区と決め,A地区から発掘に着手
した。

A地区では,2× 50協 のトレンチを東西に設定,それを 5協毎に区切 り,西か

ら1～ 10区 として一つ置きに発掘 した。各区とも表上下 30～ 40"で黄褐色火

山灰土層に達 した。

発掘の結果 Aト レンチでは,I区の黄裾色火山灰層 (上部 10翻の層位)に縄支上

器片が 6個 と,フ レークやチョッパー形の小石器数点 とⅦ～Ⅷ区で,黄裾色土層に

掘 り込まれた柱穴 28個を検出した。また,I区で層位確認のため掘 り下げ調査を

行なったところ地表下 1,9切橙色火山灰層下の黒褐色 ローム層に柱穴とみられるピ

ット6個 を検出したが,こ の層からは,文化遺物は何も見出せなかぅた。

B地区の発掘は,安楽 。日高によって 11日 から着手 した。 B地区は,こ れまで

多量の石器や土器が地元の鬼目祥次郎氏によって採集されており,現在でも多量の

上器を散布するブドウ園に近いこともあり.遺構の存在が予期された。 トレンチは ,

デドウ園に近い調査地域の西端保安林ぎりぎりに。 2× 30窮 を設定.4区に分け

て発掘 した。発掘の結果, トレンチの西端で,多量の弥生式土器と押型文を含む数
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点の組文土器 ,須恵器甕,土師器を黒裾色火山層から検出した。第 1層 は耕土とし

て利用され,かつ層 も薄 (20～ 40翻 しかな く,かなりの攪乱を受けてかり,土

器 も細片化し,確実な包含層をとらえることは困難であった。この土器出土地点の

下層 ,黄裾色土層面に方形の陥込みがあることがわかり、綿密な発掘作業によって ,

堅穴住居跡を検出した。しかし, トレンチの北側は,計画道の副員ようはずれるの

で拡張ができず,堅穴の全貌を明らかにすることはできなかったっ

o       50翻

第 2図 平木場遺跡 。A区第 1ト レンチ層位図

黄裾色砂質土層⑪

赤裾色上層llID

黄褐色粘質上層ω

黒裾色粘質上層働

褐色粘質土層⑭
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遺  構 (第 3図 )
検出された遺構は,A地区に分布する柱穴群 と,B地区の方形竪穴住居跡である。
柱穴群 Aト レンチのⅦ区を中心に 28個が検出された。これらの柱穴群は,円
形や隅丸方形で,内部には暗黄色乃至暗褐色の上がつまっていた。これらの柱穴は B
大きいもので,上径 35～ 40翻 .深 さ50～ 60翻 ,小 さいものは上径 25翻前
後のものが多く,垂直のものと,傾斜 しているものがあった。また。大きい柱穴に
は長さ50～ 9o翻っ深さ15～ 20翻の楕円形の掘 り込みがあり,二個だけは .
灰混 りの黒褐色上で埋め固められていた。柱穴群内には,確実に炉跡 と認められる

ものは検出されず。また .竪穴を示す壁面も確認できなかった。或は,黒褐色火山
灰土層面に掘 り下げ面があったのかもしれないが,耕土層下柱穴群掘 り込の黄褐色
土層面までの層が薄く.観察の不十分な点もあって,ついに見出し得なかった。 し
かし,こ れら柱穴群が,住居跡であることは否定できなヤ

モ換各参∫
こついては'こ れ

亀警冒至量二景空

ミ

ぢ書:薯進民芳とき妃ξオ量をE上魯旱算F:落雇馨墨升萱 :
5翻 ,幅 25翻の磨製石鏃が採集されている。或は,こ れが・ A地区柱穴群の年代
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方形竪穴住居跡〔第4図〕B地区で検出された方形竪穴は,発掘上の制約で完全に調査

することができなかったが,南北方向に構築された方形の竪穴住居跡とみられる。

南壁の長さ 4切 40翻 .壁面の高さ15翻 .南北の長さは計測できないがa西壁は ,

南壁隅より2切 の地点で西へ折れ造り出し部を構成 している。竪穴内部には,径 30

翻 D深 さ 35翻の丸形柱穴 2個 と。径 40翻 .深 さ60ヵの方形状柱穴 2個 を検出

した。また。南壁より 1.8解 ,西壁より2η の位置に炉跡がありっ床面下 40翻の

深さに木炭・灰の堆積を見た。木炭の中からは,梅の実と見なされる炭化物を検出

した。

この住居跡の年代については,上層に出上 した多量の弥生式上器から,最初弥生

期のものと考えたが,床面に検出された土師器やB炉跡内に検出した上師器片からっ

この住居跡は土師期の竪穴住居跡であることがわかった。従って・ 住居跡上層部の

弥生式上器は ,弥生期の生活層に掘 り込まれた土師期の住居跡に後から再堆積 した

ものとみなすべきであろう。ところで,上師器の年代であるがっ完全に復原できる

泉星じとiとζ夏場γ盛姦碧目重員奄上を与Fを官[`ζ「婁憲伊上昂星衝桶撃響警
の須恵器の編年に近づけるものかもしれない。だとすると,当然住居跡の時期も引

き下げられることになる。

‐

」
ＩＦ
Ｌ

√
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遺物 (第 5.6。 7図 )

出上の上器には,縄文土器と弥生式上器 。上師器それに須恵器がある。縄文土器

はA地区に多く,B地区では,押型文の小破片が 12点検出されている。今回の調

査では,確実な縄文土器の包含層を見出せなかったが近 くにっ4HE文期の生活層の存

在を想定させるのに十分であった。

弥生式上器には,甕形・ 高杯があり,そのほとんどはB地区に集中して出上 した。

しかし,そ の大半は,細片であり磨滅 したものが多く復原できるものはほとんどな

かった。

石器類は,表面採集では,石匙や石斧 ,石鏃等が収集されているが,今回の調査

では,数 えるほどしか検出されずっ石器の少なかったことは特徴的であった。

以下出土遺物について簡略に記 していく。

(文責  腕山 護 )

縄文 式上 器

平木場遺跡では自動車道のセンターポールに沿って東西にA区 ,B区・ 2っの ト

レンチを設定 し,弥生式上器 B組文式上器の出土と文化層を確認することができた。

この章では縄文式上器および石器について書 くことにする。縄文式上器は台地全

体に文化層をもつものではなくトレンチの中でもごく限定された区画から少量の出

上をみたにすぎない。上器 ,石器の確認 された トレンチは Aト レンチ 0区 , 1区そ

れにその後に南側に設定 した 11区 , 12区 .約 200η西側に設定 したBト レン

チ 1区 ,2区である。
層 位

当遺跡における層序関係は第 2図 のように観察される。
〔第 I層 〕 耕作上で 40～ 45効の厚さがあり,こ れより弥生式上器片が出上 し

ている。上層は攪乱であるが.下部層に於て漸移層が認められ I層下部は弥生式上

器がしっかりした形で出土する。

〔第工層 〕 黄味をおびた割合 さらっとした砂質を含む層でこの下部層から前期の

上器 .石器が出上している。 トレンチの全体的なこの面にピットが多数確認された

が ,遺構 としての把握はできないまま終った。第 I層が主要包含層であり25～

30翻の黄褐色砂質の堆積がみられ,他 の区画ではこの層がカットされている所も

ある。

〔第Ⅲ～Ⅵ層 〕 第Ⅲ層以下の上層では遺物は全 く検出することはできず ,観察は

次のようにされた。Ⅲ層は通称赤ホヤと言われる霧島第 1オ レンジ層,第 Ⅳ層はⅢ
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層にさらに粘質味をもたせた黄褐色粘質土層,V層は黒褐色土層でここにも 1個の

ピットの検出をみたが,遺構との関連が認められずに終った。Ⅵ層はオレンヂを含

ど粘土質で水分を含み褐色粘土層と呼称されたもので地表下約
2婉 の所まで確認す

ることができた。

出土遺物

土 器
当遺跡出上の上器はAト レンチ.Bト レンチに於いて形式の相違が若千認められ

る。時期的には早期から前期に至っている。押型文土器を
のぞくすべての上器が薄

手であり.下記のごとく文様構成によって分類できる。

第 5図 (1.2a4)
(1)は 日縁部であり。日唇に竹ヘラ状のものできぎみをつけゆるやかな波状

口縁を

なす。さらに同一の施文具で器面にほぼ平行にしかも断続的に沈線文を描き縦?文

様は一見撚糸支にみえるが,約 5続幅を一単位とする条痕が沈線文を施す以前につ

けられ,器面内側にも条痕で調整したあとがうかがえる。胎上はきわめて固く焼成

は良好で外面は黒く一部スス状のものが付着している。(2)は胎土暁成とも(1)と 同
じ

であるが条痕文は(1)よ りも繊綱になっており綾杉状に整然と施文され,器面は黒く

一部スス状のものが付着している。(3)は条痕文は少し乱れ.半分から上部はススが

付着し黄褐色を呈している。(4)の上器は底部である。ゆるやかな
カープをえがく丸

底で,こ れも外側には底部の中心を軸とした放射状の条痕文があり,一番底部で
は

磨耗をみる。これも胎土焼成とも良好であるがっ色は黄禍色である。以■
11)(2)(3)(4)

の土器を観察してみると共通した点はいずれも角閃石の混入があり.暁成度合が同

じであること.施文具が一致していることなどから・ 口縁のやや外反した胴部にふ

くらみをもつ九底の上器が想像され同一個体と考えられる。土器の形式から
いって

も各地の報告例に見られるように曽畑式の特徴をよく表わしており.轟式にも類似

点を見い出せる所から前期中葉に比定されると考えられる。(5)は器面外の文様
は(1)

と同じく竹ヘラ沈線であるが.口唇につけられた刻みは大きく深く口縁部内側には

2条のヘラ沈線を描きその下に 2段の刺突文を施している。胎土は固く良好である

が,焼成は甘くやや赤褐色を呈している。時期的には前述のものと同一と思われる。

(6)は 口縁部がわずかに破損 していると思われ.やや口唇が外反して胴部にかけて丸

味をおびるもので,2本の沈線をもち粗雑な沈線に近い条痕と刺突文から成リスス

が付着している。焼成胎土とも良好で曽畑式の変型であろう。(7)は 貝
の押しびき文
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に類似 しているが竹を施文具に用いており.浅い刺突の連続文で構成 されっ胎土は

固いが少 し粗雑で焼成は悪い。しかし前期の上器のグループで並木式の亜流 とも考

えられる。(8)は 胎土焼成ともしっかりしているが波状になった沈線文と平行沈線文

から成 り(9)と ともに同一 グループであり曽畑式の系統をひく。住oは胴部に上下二つ

の竹ヘラ刺突文で構成され (写 )の 口唇部近くに施文された刺突文と同様で時期的

には同じである。

Bト レンチの上器 〔第 5 図 〕 10～ 140

tOは 短かくて深いはっきりとした沈線文がやや波状に施文されて前期の上器と思

われる。色

"ま

胎土焼成はこれまでと変わらないが.やゃ外反し胴都中央に上下 2段

の凸帯刺突文とハイガイ腹縁と思われる沈線文を有 し曽畑式上器の変形 とみること

ができる。と0はやや底部に近い部分で器面には撚糸縄支が施文され後期における縄

文文様とは区別できる。なおこれに類似 したものは宮崎市周辺より確認されている

花見式 .跡江式があげられる。こつはAト レンチ出上の(7)と 同一であり遺跡の広がり

を関連ずける一つの手がかりとなるであろう。

押型文土器 C9CO tり

この三点はいずれも楕円穀粒文であり.胎土焼成 とも粗雑である。これら三点に

同一形式のものであるが,施文には若千の乱れがある。時期的な編年は層位的に I

層と江層に移行する層で検出され確定的な出上位置は認めがたいが.早期末に編年

され得ると思われる。

石 器 〔第 6図 〕 (1)～ (9〕

平木場遺跡工層より出上した石器類は 5黒 1)～(5)で想 6)～(9)は表面採集によった。

石 鏃 但)鬱 )

ともに石質はチ ヤート製て1)は二等辺三角形に近い形をしており鋸歯に類似 して

いる。(2)は 一部欠損 しているが基部がやや張っている。

剣片石器  (3)(4)

石質はチヤートd3)は一部二次加工の痕跡がみ られるが,(4)は細石刃を思わせる

縦長の剣片で横断面 は e台形をなし使用痕は認めがたい。(5)は劉片石器というより

れっきとした石器であるが片面は古いパテナの面を残 し一方にはするどい刃部をそ
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なえ,小型のチョッパーといえるものである。石質は石英質でこの種のものはあま

り材料としては用いられていない。

掻 器 1い 0)

表面採集によるものであり,横剣ぎ横長のもの石質はチヤートである。表裏 とも

全面加工が施 してあり前期の上器 と供伴 してもよいものである。なおまだこ
の地区

から縦長の石匙も採集されている。

打 器 (a)(9)
(む)は一部に礫面を残し先端部に刃部をつけている。石質は安山岩で厚さは薄 く大

型のスクレパーともいえるもので,機能面からするとゃはり打器であろう。(0)は上

部が破損 しているが頁岩製の磨製石斧で蛤刃をなしている。弥生式上器と供伴する

と考えられるが,層位的に確認されなかったのでこの項に入れた。

以上のごとく石器の出土品は極めて少量であり多くのことが言えないが.剣片石

器 .石鏃 ,石匙など一応の供伴関係は認められ土器との関連ずけがなされると思わ

れる。
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以上 AB二地区に於ける出土遺物の細かい観察をしたが,全体的流れとして西北

九州的な要素を強くもつっ南に霧島連山,北に九州山脈を見渡しその間にはさまれ

たこの盆地状の西諸地区は数多くの遺跡があり,当遺跡と関連ある前期土器の確認

された遺跡は,東側では野尻町萩の茶屋周辺,小林市本田遺跡.最近ではえびの町

四日市原灰塚遺跡でも有望な出土品をみ。その一連の流れを構成している。今回
の

調査では限定 された調査区域であったため資料が乏 しく,決定的な考察を欠いたがっ

今後の周辺の追跡の関連性も考慮しつつ今回の調査をこれからの指針 としてゆきた
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表要旨 鈴木重治

弥 生 式 上 器 (第 7図  1～15)

奄蕩こ亀竜覆七伊塗曇豪暑請量岳ユ[モ亀手打;を i憲房[1緒察票長:ビニ1蓋
部がやや「 く」字形を呈するものがある。絡縄凸帯は,鈍い三角状或は台形の凸帯
に箆或は指頭によって,斜 に刻目を押圧したものである。押圧刻目内に布痕を認め

るものもみうける。

胎土は粗 く砂粒を混入する。赤褐色乃至黄褐色を呈す。器面にかすかに刷毛目調

整を残すものもある。復原形は確認できないがっ底部はB小形の平底か上 り底であ

る。煮沸実用器であることは,どの破片も外面に黒 く煤を付着 していることで明ら

かである。

この上器は,西諸地方に多く類例を見る。今回調査 した小林の竹山遺跡こまくりげ

はじめ高原町立山.立協など,特に霧島山麓一帯に分布する。 しかしながらっいず

れも出土数が少なく伴出土器との関連・ 層位的確認ができていないb

器面に見られる刷毛目調整やっ小形化 し丸底化する底部の傾向 ,は りの少ない胴

部 .外反する日縁が,内面に稜をなして「 く」字形を呈する器形など・竹山遺跡の

出土例などもあわせ考慮するときっ後期末に相当することは否定できない。さらに

南九州第 V様式の城ノ上ゃ ,北九州の西新町などと対比するとき,実用性を重んじ

た成形や,一部にみられる土師器の存在と共にっ後期の伝統を温存 した東九州の終

末期に比定すべき形式であろう。

局不形土器 (第 7図  34～ 37)

赤褐色乃至黄裾色の箆研磨された下開きの脚部をもつ。外部は復原できるものが

ないが図 33にみるような椀形が予想される。脚台及び外部内面が黒色研磨された

ものがある。 (第 7図 34.35)上 師器 とみるべきであろう。
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土 師 器        (第 7図 22～32.21)

口縁形だけで全形が復原できないが,椀形乃至口縁の開いた対形土器の破片とみ

られるいずれも竪穴面や炉跡から出上 している。

須 恵 器        (第 7図 38)
日縁が,朝顔形に開いた大甕である。稜をなす日辺下部に,凹線で分けられた二

段の櫛描波状文をめぐらす。胴経凡そ 50翻に違する器面にはっ叩目成形のあとが

みられる。外面は黄灰色.内面灰色を呈する。

結 び

今次の調査は,6をαにわたる遺物散布地のうち縦貫道にかかる3000″ の範囲

を対象にっ約 300″ を発掘 したのであるがっ平木場遺跡の実態の一端をうかがう

ことはできた。

しかし.住居跡遺構や遺物の包含状態については,発掘地域の制約や ,耕地整備

のための削平攪乱等によって十分その性格を究明することはできなかった。柱穴群

の時代,弥生終末期 と考えられる絡縄凸帯土器の編年等・ 多くの問題が残されたま

まである。

これら幾多のFHE題 を解決 していくためには今後.総合的な霧島山麓地帯の調査が

行なわれなければならない。
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平木場遺跡

A地点遠景
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竹 山 遺 跡

l 遺 跡 の位置

標高 1344η の夷守岳は9可ヒ部山麓に緩斜面の熔岩台地と,こ れに連続する丘
陵山地を形成する。小林から高原に広がるこの丘陵山地には数条の川が北東へ流下

し。それぞれの流域丘陵に多くの遺跡を残している。

竹山遺跡もこれら丘陵遺跡の一つである。行政上は小林市大字細野字竹山に属し.

小林の市街地の南西 4 kmの場所にある。,小林から東牧場に通 じている県道に沿って

進むと,ま もなく承和 4年の由緒をもつ霧島4神社に達する。この神社の南東 500

ηに南北に横たわる丘陵が遺跡である。現在・畑地 として利用され三段の段 々畑が

構築されている。遺跡は一番下の.竹山部落に通ずる市道に面 した緩やかな南斜面

畑地である。東九州縦貫道遺跡分布調査ではっ竹山北遺跡の名称で,弥生土器の散

布地 として報告されている。

調査 の概 要 〔第 1図 〕

発掘は,7月 24日 より8月 1日 まで 9日間実施 し.遺跡地にかかる計画道 3600

″のうちおよそ 250″ の面積を発掘 した。
調査は ,対象区域内の遺跡の所在と遺物の包含状態の確認を重点に進められた。

調査にさきだち.遺物の散布が多く,本遺跡の主要部をなす下段の畑地 をA区〕丘

陵の鞍部にあたる上段畑地 をB区 として, トレンチを設定 した。

A区・ 黒色火山砂層に被われた畑地は,10度 前後の緩やかな傾斜をなし.道路
に面 した南と,上段 B区下とでは ,お よそ 2翻 の比高差がみられる。この斜面に ,

2X60切 の トレンチを南北に設け。19η毎に南よりI～Ⅵ区に分け発掘に着手
した。遺構の検出によって,Ⅲ区とV区 を拡張 しっⅣ～V区の東側にⅦ―Wll区をL

字状に設定した。

発掘の結果 A区では ,黒色火山砂層を I層 としてっ工層に黒褐色土層.Ⅲ層黄裾

色火山砂層.Ⅳ層にオレンヂ層と呼ばれる橙色火山砂層.V層に褐色ローム層があ

りI層～工層が遺物の包含されるのをみた。またⅢ層の黄裾色砂層面では,黒褐色

上の陥込んだ柱穴を検出した。遺物包含層のうち I層は,遺跡全面を被い耕土とし

て利用されているため完全に攪乱されている。第工層の黒褐色土層は,なかでも:

Ⅲ区とV区において多量の上器を出上したのであるが.包含状態は不規則でっ土器
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も細かく破砕されD完全に復原できるものは.ほ とんどなかった。そして.工層の

堆積区域が.I区の中間からЧ区の中間までしかなかったことは,土器の破砕状況
とあわせ。二次的な堆積層であることを示すものであぅた。従って。今回の調査で

は。完全な文化堆積層と確認できる層は検出できなかった。

I層に掘り込まれた柱穴は,I区 とV区を中心に 36個 を検出した。このうち数
個はっ江層の黒褐色土層内で検出された。

出土遺物は.弥生式上器.土師器それに布痕土器であり,石器は検出されなかぅた。
B tt Aト レンチの北側延長線上に2X15窮 ,その北端から西へ.2X20第の
トレンチをL字形に設け,S協毎に区分 して発掘 した。予期に反して.B区の表土
層は薄く。15～ 20翻で黄褐色土層となり. 70翻ほどで橙色火山砂質層に達し
た。

発掘の結果, トレンチ北側 L字の部分の第工層にD幅 60翻 .深さ40翻の溝跡
を検出した。溝内にはD耕土と同じ黒色火山砂層が落込み内部から茶色の陶器片 l

点が出上した。この溝跡は南北に走り,北側の削取された崖面に露出していた。近
世の用水路とみなされる。ほかに径 60翻の円形掘り込みもあったが.葉の混入な
ど芋つぽと断定した。出土遺物はi上記陶片以外全く検出できなかった。〔第 2図 〕

9         59鵬

136 第 二図 竹山遺跡 .平面図
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遺 構 と遺 物

今回の調査で検出した遺構や遺物は,Aト レンチで採集 した弥生式上器や土師器

布痕土器と,第Ⅲ層に掘 り込まれた大小の柱穴群 36個であった。土器類は.I層

からⅢ層にかけて混在 しており,層位による型式区分はできなかった。弥生式上器

は,工 区からⅦ区まで広 く出土 |たが.上師器 と布痕土器はっ柱穴の集中したⅢ区

とV区に最も多く検出された。 しかし,こ れらの上器は細片が多く,磨滅が激 しく。

完全に復原できるものはほとんどなかった。

以下。これらの遺構や遺物について,その概略を述べる。

耕 土

黒色土層

黄褐色

砂質土層

黄福色土層

黄褐色

粘質土

赤褐色

火

青色粘

10a購

黒褐色粘土層

第 2図 竹山遺跡・層位図 (A― Ⅲ南壁面)

(1)遣 構 〔第 3図 〕
Aト レンナに検出された柱穴は,直径 20～ 40翻,深さ40～ 60翻の円形ま
たは楕円形で,ほ とんどが垂直位であった。内部にはっ黄裾色上を混えた暗褐色の

上がつまっていた。ほとんど第Ⅲ層の黄裾色火山砂層面で検出したが 4個ほどは .

工層の黒褐色土層内で検出されている。ことにⅡ区とⅣ区の境で検出された柱穴は,

黒褐色土層内に固い層をもっていた。このことは・黒褐色土層を床面とした住居遺

構の存在したことを示していたのかもしれないが,それを確認することはできなか

った。
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この柱穴群は,上層においては,多 くの上器を出上しているが,直接柱穴と関連
づけられる形での出土例はなかった。しかし,主師器や布痕土器が,こ の柱穴群の

上層に集中して出上していることは,何等かの関連を示しているともいえる。
竪穴を示す壁面や固い床土。それに炉跡の検出されなかったことやD土師器との

関連を考えるときっこれら柱穴群は,上師器以降の平地或は高床住居跡の柱穴と見
るべきではなかろうか。

.● ο

第 3図  ピット配置図

(2)遺 物
弥生式上器 (第4図 1～16)

変形土器 .鉢形土器・ 高杯形土器に分けられる。甕形土器は,外反 りの口縁をも

昌第晋語尾摂と毒書a蒜を奪|き抗呆ζ啓:ミこと法三γ急争三≧41系君軸
色
象ラ三ミ争叡拝壁手二:矮をと:千 11去豊ラ己亀とξ:R書察展をなす。日
縁内面はよく調整されているがi稜線以下の胴内部は箆けずり痕をのこしている。

胎

彗鼻蒻至望

良

猛三抗策環ほ属!｀穐言綴写脅再蚤憲急を弄募醤抱 脚部は別々に作ら

れたはめこめ式のもので.界のつけ根に膳がある。芥部形は不明であるが,器面は

よく箆磨研され,褐色を呈する。
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第4図 の 16は ,内外面に刷毛目の調整痕をのこす焼度の良好な土器である。顕部

以下の器形が不明であるが,日縁の大きく開いた甕形土器が想定される。器形調整

から上師器に近いものといえる。

このような上器の伴出状況を考えると,以上の上器は弥生式上器 というより.む

しろ弥生の伝統を残こした上師器とみるべきかもしれない。

4囀肛

第 4図
第 4図 土器実測図
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土師器  (第7図 ■～5)

平底乃至高台付の椀形土器である。日径 14翻 .高 さ6翻,底部の径 7翻前後の

復原形をなす。黄褐色乃至灰黄色を呈する。器の外面には成形の際のろくろ目を残

す。 5は平成で箆切 りの痕を残 している。内面黒色研磨されたかなり焼度の高いも

のがみられる。外面に墨書痕をとどめるものもあった。

底部から口縁までまっす ぐに成形された器形や黒色研磨土器の存在から.国分期

を下るものであろう。

ユ40        1
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第 6図  第 7図 土師器実測図

布痕土器 (第8図 ■～3)

器の内面全域に平織布目の旺痕をもつ土器である。完全に復原できるものがなか

ったが日縁形ゃ底部破片から推定復原形は.口径 13～ 14翻 .高 さ9～ 11翻の

尖底乃至丸底を有する椀形土器である。日唇が内面にそぎ落された傾向があり断面

三角形を呈し,暁成時のひび害Jれが亥J目 状にのこり,日縁は波状をなす手捏による

茂形のため,器 の外面は凹凸が多く調整はあまりされていない。

胎土は,砂粒 を混入するがよく精撰され,なかには明らかに水漉した粘上を使用し

たものである。

この上器は,串間市下弓田遺跡での出土例が報告されているP下弓田出土例にく

らべて竹山出上の布痕土器は,焼きしまりが弱い。色調は赤褐色乃至責裾色で,吸

水性の高いのも竹山の上器の特徴である。

今回の縦貫道調査でも小林市出の山でっ土師器や須恵器と共伴出土している。

ところで,布痕土器の年代であるがっ弥生式上器と上師器の混在 している本遺跡

において,いずれに共伴するものかにわかに断定できないが,今次調査で発掘され

た小林市平木場遺跡が.竹山と同じ絡縄状凸帯土器を出上しながら・ 布痕土器は一

点も出上 しなかったことは,布痕土器の上師器 との共伴性を強 く示すものではなか

ろうか。

最近っ西都市三宅国分寺址で,宅地造成に伴う緊急調査の際,布 目瓦 ,高台付椀
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第 8図 布痕土器

第 9図 西都市大字三宅 国分寺址出土
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形土師器と共に布痕土器が出上 した③(第9図 )器形は小形で器面調整されているが ,

成形手法は,竹山出上のものと変 らない。

水漉 した粘上を使用 した緻密な胎土.吸水性の高い焼度,国分寺址における布目

瓦 との共伴例など考え合わせると.竹山遺跡の布痕土器は,土師器に共伴するもの

とみるべきである。

内面布日にっぃて.出土片 109点のうち.ゆ がみや,の びの少ない。布目痕の

明瞭な 40例について,1糎当りの本数を調べたところ次の様な結果を得た。
参考に掲示する。

国分寺址出上の例

糸日の密なところで  7-8

糸目の粗なところで  6-6

0               5θ 肥
I      I

第 10図 有了と円板

有孔円板  (第 lo図 )

Ⅲ区の工層より出上 したもので。土師器の底部を利用したものである。外部の欠

けた底部の上面を削り平坦にして。中央に中心径 3伽の円錐孔を両面より穿ったも

のである。

側面に幅 2鰤の凹線ができている。糸をかけた溝であったかっかなりの磨滅がみら

れる。紡垂車であったか ,用途については種々考慮されるが,こ こではっ有孔円板

としておく。

糸 目 数 事 例 数

5- 6

5- 7

5- 8

5- 9

6- 6

6- 7

6- 8

7- 7

7- 8

7- 9

7-10

8- 3

8- 9

10-10

10- 2

誘
7.3-&4
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結  び

竹山遺跡の今回の調査は,あ くまでもっ縦貫道計画線内の遺跡の所在確認にあっ

た。たしかに 250″許 りの発掘によって,遺構 と遺物の包含状況を調べD古代竹
山に於ける生活史の一端をとらえることはできたが,それは,かならず しも竹山遺

跡全体の完全な究明にはならなかった。

平地住居乃至は高床住居跡 と考えられる柱穴群にしても.住居跡調査としてはっ

発掘地域が狭かったこと,床面調査の精査度の低かったことなど多くの問題点を残

してしまった。

しかしたがら。層位的編年はできなかったが,弥生終末形式とみられる絡縄凸帯

土器の問題,い まだ。年代確定のできなかった布痕土器の共伴土器 との関係による

使用年代確認への手がかりを得たことは,幾多の未解決な問題を残しながらも,究

明への一歩を踏み出すことができたといえよう。

注

① 遠藤 合「火山灰層による霧島熔岩類の編年 (試論)」

(霧島総合調査報告書 宮崎県 1769, 3)

②  「下弓田遺跡,日 向遺跡総合調査報告 第一軒」
(宮崎県教育委員会  昭 36, 3, 30)

③ 昭和 47年 7月 宮崎県教委,西都市教委による緊急調査 (未報告)

(文責 茂山 護)
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高原鷹巣原 トレンチ断面

鷹 巣原表面採 集遺物 弥 生 式 上 器 片
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高原町鷹巣原全景

第 5 西 諸 県 郡 高 原 町 内 の 遺 跡

1 高原町鷹巣原土器散布地
1 立   地

鷹巣原は,高原町広原に属し・ 国鉄吉都線鷹巣原無人踏切から北西数百メートル
の地点に位置する。広々とした開けた土地―・ 北西に夷守岳 (13441窮 )を望
み,南西には霧島の秀峰高千穂峰 (157&7η )を間近に仰 ぐ形勝地である。調

冨警摂亀響|】舟:争奪1畳極極|ま◆耳1懸 |ナ遠掟二を二4丁最哲禁唇冨を与損唇|

ユ46



口
醇 ]∫

口 :

卜 9B-4卜 11

高原町鷹巣原土器散布地平面図
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2 発 掘経 過 の概 要

土器片 (主 として弥生式上器)の散布が比較的多い地域を選びっ畑の東隅に北か

ら西方へ幅 2メ ー トル長さ36メ ートルにわたり2メ ートル間隔で トレンチを計画 .

北端をA-1区 として 18区 を設定 した。ところが,すでに攪乱されっ遺物は包含

されていないことがわかったのでこの予定を中止 し,A-5区 ・ A-11区 を層位

調査の目的 として下部「牛のすねローム」層まで掘 り下げること
にした。

つぎに,A-11区 の地点から西方にB区 を設け,そのうちからB-4,B-9B

B-13の 3区を下部まで掘り下げたが結果はA区と同様であった。さらに,B―

11区 (未発掘区)か ら北方へA区に平行して2メ ートル X10メ ートルゐ C区を

設定 して調査を行なったが遺物は見られなかった。なおまた。C区北端から北西
へ

30メ ートル.C区面よりの比高約 50セ ンチの地点にDト レンチを設け下部まで

掘下げたが,成果を得ることはできず発掘開始から3日 目の夕方全調査を終了する

ことにした。

I層 灰 褐 色 土

Ⅱ層

高原スコリア

(耕作のため
地層に混入 )

黒  色  土

V層 黒 褐 色 土

MI層

黄 裾 色 土

赤 裾 色 土
(第 1オ レyヂ層 )

青黒色砂質土
(牛のすね )

50 Dη

H層

層
　
層

Ｖ

　

Ⅵ

148

鷹巣原 トレンチ断面図



3 層位 の概要

I層の「 クロボク」といわれる灰黒色の表土
'事

30～ 35セ ンチ程の深さ,I層

は「高原スコリア」といわれる濃い小豆色のλ山礫で 5～ 10セ ンチ程度の厚さで

推積 している。しかしっA-5区 .A-11区 の一部及びDト レンチを除いて他の

調査地区ではっすでに表土や次層に混入しスコリア層を見ることはできなかった。

Ⅱ層は黒色土層で平均 70セ ンチの深さがあるがっこの層の中間,あ るいは下部ま

でスコリアが混在し農業によるすきっくわがこの層まで及んでいることがわかつた。

本来ならばこの層中から土師及び弥生の上器が出土するはずなのに遂に発見するこ

とができなからた。Ⅳ層は,黒褐色土層,深 さ平均 25セ ンチ.V層は,黄褐色土

層深さ平均 20セ ンチ.Ⅵ層は赤褐色土層で俗に「 アカホャ」とか「 アカバン」と

いわれる第一オレンヂ層でその深さは平均 30セ ンチ程であった。Ⅶ層は青黒色砂

質土層で地元では「 カシワバン」という「牛のすねローム」層である。地表からこ

の層上面までは.Z7メ ートル～ 3メ ートルの深さであった。

4 表 面採集遺 物

表採で得た遺物はすべて土師及び弥生の小土器片で上師には高台のある底部や高

芥脚部の破片があった。弥生の中には,刻 目突帯のある破片も 6点含まれていた。

S 結  語
西諸県郡地方の弥生期の調査は,去る 43年 5月 に行 なつた本散布地の東南同広

原の高原畜産高校農場の縄文・弥生包含層の発掘のみである?こ の遺跡出上の弥生

式上器はっ主として口縁部が倒 L字形を呈する甕形土器で上腹部に 2-3条 の断面三

角
髪ヂ
突帯を廻 らしており宮崎市石神出土等の東九州第 3型式上器に通 じるもので

ある。また ,肩部に刻目突帯を廻 らす土器類もあり。その時期は中期～後期
にわたるも

のと報告されている。このような土器は,同郡野尻町紙屋洞穴からも発見されている。

しかしぅ今回表採の刻目突帯を有する弥生式上器が,宮崎市石神や同生目上屋敷発

見の下城式上器に類する中期の上器かまたは,そ の流れを受ける後期の上器かは小

破片なので判断はできかねる。せっかくの好機であったのに成果をあげることがで

きなかったことは残念であった。
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① 遠藤 合「 火山灰層による霧島熔岩類の編年 (試論)」
傷 島総合調査報告書  宮崎県 176a 3)

② 石川恒太郎「 高原町縄文期包含層調査報告」
(宮崎県文化財調査報告書 第 16集 宮崎県教育委員会

昭 47.3)
③ 彦僚径舞編「弥生式土器集成 本編 1」 所収 森貞次郎「東九州地方第Ⅲ様式

土器」 (日 本考古学協会 昭 3a l)  (文
責 田中 茂)
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2立 山 遺 跡

立山遺跡は,西諸県郡高原町大字西麓宇立山にあり,高原町役場の北西に,迫 を

隔てて南北に横たわる標高 200米 の台地に位置 している。 (※ 1)

遺跡の主要部分とみられる役場裏手の高台は,すでに宅地造成のために大部分が

開削され,弥生式上器や上師式上器の破片が散乱 している。遺物の散布状況から,

遺跡はこの台地のかなり広い範囲に及ぶことも予想される。

今回調査の対象になったのは,北方の辻の堂川に向って伸びた台地の先端部分で

あった。この台地縁 を横断する計画路線のうち,散布地に最も近 く,ゆ るやかな傾

斜をなして舌状に突出した台地縁の,道路中心標柱 276の南側に, 2"× 7協 ,
2"×、10η のの トレンチをL字状に設定発掘 した。

発掘の結果,層位は第 I層黒色火山灰層 (30～ 45靱),第 Ⅱ層茶禍色粗粒ボ

ラ層 (25～ 35翻),第 Ⅲ層に黒裾色ローム層 (25～ 30伽),Ⅵ層が橙裾色

火山砂層となり,第Ⅵ層まで遺構はもとより,一点の遺物も検出されなかった。

遺物の散布地点からは,お よそ 130靱 しか離れていないが,発掘地点に関する

限 り,地形的にも遺跡の周辺になり,生活跡は存在 しないものとして,立山の調査

は 1日 で打切ることになった。 (文責 茂山 護)
註 ※ 1(九州縦貫自動車道遺跡分布調査報告書)

(宮崎県教委 昭和44年)では弥生土器の散布地 となっている。
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小 木 原 古 墳



小木原古墳を望む

小 木 原 古 墳

先方 .小木原古墳 手前 .地下式 A号墳 小木原古墳の封上が除去された光景



小木原古墳の墳丘断面

地下式  竪穴上部の上器片

小木原古墳 A.T内 地盤

小木原古墳発掘状況

地下式 竪穴と閉塞石 小木原古墳 A.ト レンチ



玄室内敷石床面

玄室床面上の傍製鏡

玄室内敷石上の遺物

玄室内出上の直刀

小木原古墳地下式玄室内部



ω

ω

獣形鏡 .小木原古墳地下式玄室出土

鉄 鏃 .地下式 A号墳出土



小木原古墳地下式玄室内出上の馬具





小木原古墳地下式玄室出上 .須恵器 (C区 )



土 師 器
(2)地下式 A号竪穴出上

須恵器 ,上師器

(1)(3)(4)小木原古墳 C区出土



小木原古墳地下式玄室内出土 .刀剣・鉄鏃

中央の直刀のみは地下式 A号墳出土



久 見 迫 遺 跡

馬 頭 遺 跡



久見迫第 1号遺構

久見迫第 1号出土状況

久見迫第 1号遺構

久見迫第 3号出土状況

久見迫第 4号羨道部開口状況久見迫第 4号羨道部閉塞状況



久見迫第 4号断面

12

久見迫第 4号人骨



久見迫第 6号遺構

久見迫第 8号遺構

久見迫第 7号出上状況

久見迫第 9号遺構

13久見迫第 10号遺構

久見迫第 10号羨道開日状況



久見迫第 10号遺構

須恵器出土状況

久見追第 10号出土状況

久見迫溝状遺構

久見迫溝状遺構

1!4



馬頭第 1号遺構

馬頭第 1号出土状況

馬頭第 1号出土状況

馬頭第 1号勾玉出土状況

馬頭第 1号馬鐸出土状況

馬頭第 1号馬鐸出土状況
15



馬頭第 1号否葉出上状況

馬頭第 3号遺構

馬頭第 4号須恵器出土状況

16

馬頭第 1号鉄鏃出土状況

馬頭第 4号須恵器出土状況

馬頭第 4号上師器出土状況



馬頭第 4号土師器出土状況

馬頭第 7号閉塞部

馬頭第 5号閉塞部

馬頭第 2号玄室

南方より馬頭遺跡を望む

17



馬頭第 12号 出土状況

馬 頭 第 13号
馬頭第 13号出土状況

18

馬頭第 14号閉塞部 馬頭第 14号閉塞部



馬頭第 5号 出土状況

馬頭第 9号閉塞部

馬 頭 第 6号

馬頭第 9号出土状況

馬頭第 10号閉塞部 馬頭第 10号出土状況

19



久見迫地 下 式横穴 出土 品
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鯵
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鏃(5)～ &つ 1号 ,刀子&0
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1号 ,住つ9号20

&31          110



久見 迫地下式 横穴 出土 品

直刀(1)6号 ,(2)直刀 10号 ,

鉄鏃(4)10号 ,(5)。 (6)7号 ,

轡 0)。 eの 上羨

剣(3)10号 ,

刀子(7)3号 ,0)1号 ,
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久見迫・馬頭地下式横穴出土品

馬具類 (1).(2).(3).(4)。 (5)。 (6)

馬鐸 (6)。 (7)馬頭 ユ号

22



馬 頭 地 下 式 横 穴 1号 出 土品

韻∞嬢嬢
機  90

(1)L(4)剣 .(2).(3)直 刀,(5)。 (6)刀子

(7)～ Oつ 鉄鏃・ (1う 。CO辻金具. Qつ ・QO餃具

QO留金兵っ ⑫O・ ⑫う杏葉 , Qう～ @う 轡    28



馬頭地 下式横 穴 5号 出土品

12

¨
19

10

24

(1)。 (2)真刀,(3)～(5)刀子,(6)～ eう鉄鏃 QO轡鏡板. Qつ .Qo辻金具



馬頭地 下 式 14号 出土 品

剣(1)14号 ,刀子(2).直刀(3)

刀子(4)14号 ,鏃 (5).(6)。 (7)1

馬具(o.(9).lo,1,14号

(4) (5)

4号

25



馬頭地 下式横 穴 出土品
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鮎
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直刀(1)10号 ,(2)12号 ,(3)9号

刀子(4)9号 ,(5)3号 ,馬具類(6)13号
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紐文土器第二類

縄文土器 .第四類 29



Ⅷ

市来式上器の出土状況

30
市来式上器の出土状況



市来式上器の出土状況

市来式上器の出土状況



石 匙 の 出 土 状 況

32 B-2区  トレンチ内の上羨



発掘の準備

３

い
・

βA-2,A∵ 4区の発掘光景



A-2区  トレンチ土層位

34 A-4区 Ⅳ層 土器・石居の出上分布状況



A-2区  トレンチ東部のピット

A-2区  トレンチ南西部のピット
中央は木の根跡
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跡遺止I竹

竹 山 遺 跡 調 査 状 景

36
第 U区 ビ ッ ト群



絡 縄 凸 帯 文 土 器

粗 製 土 器

布 目 庄 痕 土 器 37



平 木 場 遺 跡

方形住居跡 。上層土器出土状況

38

B区 方形竪穴住居跡



平

木

場

遺

跡

Ａ
区

ピ

ッ
ト
群

39




